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　地
方
創
生
拠
点
へ
の
期
待
を
受
け
、「
道
の
駅
」
に
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
や

企
画
が
各
地
で
開
か
れ
て
い
る
。
地
方
を
元
気
に
し
て
地
域
経
済
再
生
を
、
と

い
う
の
が
大
き
な
政
治
的
課
題
だ
が
、
全
国
で
１
０
５
９
カ
所
に
増
え
、
人
気

が
高
ま
る
一
方
の
道
の
駅
こ
そ
地
方
創
生
の
拠
点
に
う
っ
て
つ
け
。５
月
に「
道

の
駅
」
が
公
的
施
設
と
し
て
初
め
て
「
日
本
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
大
賞
」
を
受
賞

し
た
の
も
人
気
を
後
押
し
す
る
。
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
へ
の
道
を
開
き

「
地
域
へ
の
と
び
ら
」
と
も
な
っ
た
「
道
の
駅
」。
地
域
へ
の
移
住
や
雇
用
の
創

出
な
ど
も
刺
激
し
、「
地
域
へ
の
と
び
ら
」
が
今
、
開
く
。�

　東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
６
月
末
、「
道

の
駅
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
１
５
」（
読
売
新
聞
社

主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
全
国
の
道
の
駅
か

ら
40
駅
が
出
展
。
自
慢
の
ご
当
地
商
品
な

ど
で
地
域
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
全
国
規
模

で
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
型
の
企
画
が
実
現
し
た
の
は

初
め
て
。
２
日
間
で
道
の
駅
フ
ァ
ン
９
０

０
０
人
が
詰
め
掛
け
、
全
国
の
魅
力
産
品

が
手
に
入
る
と
盛
況
で
、
来
場
者
も
出
展

者
も
ご
満
悦
。

　太
田
昭
宏
国
土
交
通
大
臣
や
石
破
茂
地

方
創
生
担
当
大
臣
も
会
場
に
顔
を
出
し
、

出
展
ブ
ー
ス
を
巡
回
し
て
名
物
グ
ル
メ
を

試
食
す
る
な
ど
参
加
道
の
駅
を
激
励
、
会

場
に
彩
を
添
え
た
。

　同
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
で
は
、「
地
方
創
生
に
お
け

る
『
道
の
駅
』
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
「
道

の
駅
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
も
開
催
＝
２
～
３
面

に
関
連
記
事
。
道
の
駅
の
魅
力
を
伝
え
る

基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

は
じ
め
、
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
、
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）

普
及
の
た
め
道
の
駅
に
充
電
器
設
置
を
推

進
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
。
Ｅ
Ｖ
普

及
は
地
方
創
生
に
も
役
立
つ
と
、
経
済
産

業
省
も
後
押
し
す
る
。

　道
の
駅
人
気
に
拍
車
を
か
け
た
の
が

「
第
７
回
日
本
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
大
賞
」

の
受
賞
だ
。「『
道
の
駅
』
に
よ
る
地
方
創

生
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
が
評
価
さ
れ
、
公

的
施
設
で
初
の
大
賞
受
賞
。
成
長
に
つ
な

が
る
創
意
工
夫
が
斬
新
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
と
評
価
さ
れ
た
。
全
国
の
道
の
駅
は
年

間
購
買
者
数
２
億
１
０
０
０
万
人
、
年
間

道の駅は「地域のとびら」
買
い
物
の
石
破
地
方
創
生
担
当
相
に
お
つ
り
を
渡
す
若
者
。
出
展
者
も
利
用
者
も
笑
顔
が
あ
ふ
れ
た

「
道
の
駅
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」（
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
）
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道の駅新聞「ルートプレス」は全国
の「道の駅」で配布しております。

売
上
高
約
２
１
０
０
億
円
。
地
域
が
自
主

的
に
管
理
す
る
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
は
新
た

な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
モ
デ
ル
に
な
る
と
受

賞
し
た
。

　ユ
ニ
ー
ク
で
意
義
深
い
新
た
な
取
り
組

み
は
、
道
の
駅
と
大
学
の
連
携
だ
。
道
の

駅
が
各
地
の
大
学
と
協
定
を
結
ぶ
な
ど
連

携
し
、
若
者
の
就
労
体
験
や
交
流
の
場
と

し
て
活
用
。
地
方
移
住
も
視
野
に
、
若
者

の
視
点
を
地
域
活
性
化
に
生
か
す
狙
い
。

授
業
の
中
に
位
置
づ
け
て
実
施
す
る
大
学

も
あ
る
。「
地
域
へ
の
と
び
ら
」
そ
の
も

の
で
注
目
さ
れ
る
試
み
だ
。

　東
北
「
道
の
駅
」
連
絡
会
は
、
東
北
６

県
の
道
の
駅
か
ら
、
他
の
駅
の
参
考
に
な

る
事
例
を
表
彰
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る

道
の
駅
活
性
化
に
向
け
た
工
夫
を
重
ね

る
。

移
住
・
雇
用
の
創
出
に
も
一
役

発酵の里こうざき
大塚完駅長

　圏央道神崎 ICそば、千葉県24番目

千葉県神崎町松崎 855
国道 356 号　TEL.0478-70-1711

の開設ですが、「重点道の駅」に選ばれました。「発
酵市場」は、地元はもちろん全国から発酵文化の
香り高い商品を集めており必見です。お客様が新
鮮な気持ちでお買い物できますよう、新商品の開
発、既存商品の見直しに努めております。

あきた港
武藤正子駅長

　今春全面リニューアルし、地上100m

秋田市土崎港西 1-9-1
国道７号　TEL. 018-857-3381

のパノラマ展望を楽しめるポートタワーの魅力に
加え、新鮮野菜産直、６次産業商品、県内蔵元日
本酒販売、海産物販売、全国うまいものめぐりの
各コーナーやファーマーズレストラン、展望カフェ
など物産館機能を新設または充実させました。

舟屋の里�伊根
吉本秀樹駅長

　重要伝統的建造物群保存地区に選定

京都府伊根町字亀島 459
国道 178 号　TEL.0772-32-0680

された「伊根浦舟屋群」を一望できる高台に建つ
道の駅です。伊根漁港で揚がった新鮮な活魚を提
供するお食事処の他に、伊根名物のさばのへしこ
などを販売するお土産店や観光案内所も併設して
おり、伊根観光の拠点となっています。



2015年（平成27年）８月第45号

初の「道の駅EXPO」開く
　全
国
か
ら
40
の
道
の
駅
が
一
堂
に
集
ま
り
、
わ
が
町
わ
が
村
自

慢
の
特
産
品
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
道
の
駅
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
１

５
」（
読
売
新
聞
社
主
催
）
が
６
月
末
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
開
か
れ
、
２
日
間
で
９
０
０
０
人
が
入
場
し
た
。
20
年
を
超
え

た
道
の
駅
制
度
の
歴
史
の
中
で
、
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ス
タ
イ
ル
の
全
国
イ

ベ
ン
ト
は
ご
く
ま
れ
。
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
と
国
土
交
通
省

の
連
携
も
「
地
方
創
生
」
拠
点
と
し
て
道
の
駅
に
寄
せ
る
期
待
の

大
き
さ
を
う
か
が
わ
せ
、
道
の
駅
人
気
の
高
ま
り
を
裏
付
け
た
。

出
展
し
た
道
の
駅
は
、
色
と
り
ど
り
の
の
ぼ
り
旗
、
揃
い
の
は
っ

ぴ
姿
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
も
登
場
さ
せ
、
こ
の
勢
い
で
地
域
を
元
気
に

し
よ
う
と
意
気
込
ん
で
い
た
。

　出
展
し
た
道
の
駅
は
、
国
交
省

が
全
国
「
モ
デ
ル
道
の
駅
」
に
選

定
し
た
「
遠
野
風
の
丘
」（
岩
手

県
遠
野
市
）「
も
て
ぎ
」（
栃
木
県

茂
木
町
）「
川
場
田
園
プ
ラ
ザ
」（
群

馬
県
川
場
村
）
は
じ
め
、
同
省
が

支
援
す
る
「
重
点
道
の
駅
」
か
ら

営
で
知
ら
れ
た
駅
が
勢
ぞ
ろ
い
し

た
。　開

場
前
か
ら
長
い
列
を
つ
く
っ

た
入
場
者
は
道
の
駅
フ
ァ
ン
が
多

く
、
産
直
の
新
鮮
野
菜
や
特
産
食

材
の
グ
ル
メ
品
を
購
入
で
き
る
ブ

ー
ス
は
列
が
絶
え
ず
、
用
意
し
た

特
産
品
が
半
日
た
ら
ず
で
売
り
切

れ
、追
加
分
を
取
り
寄
せ
る
ほ
ど
。

　特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
各
駅
代

表
が
交
代
で
大
消
費
地
首
都
圏
民

へ
の
Ｐ
Ｒ
を
繰
り
広
げ
た
。

　石
破
茂
地
方
創
生
担
当
大
臣
も

国
会
審
議
な
ど
多
忙
な
日
程
を
調

整
し
て
駆
け
つ
け
、
入
場
者
に
囲

ま
れ
て
握
手
を
求
め
ら
れ
た
り
各

道
の
駅
の
お
ス
ス
メ
品
を
試
食
し

て
終
始
ニ
コ
ニ
コ
顔
。

　「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
人
が

集
ま
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
勢
に

40
駅
が
魅
力
Ｐ
Ｒ

２
日
間
で
９
０
０
０
人
入
場

東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
で

受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
が
地
方
に

た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
。
地

方
創
生
の
拠
点
と
し
て
、
道
の
駅

に
は
大
い
に
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
た
。

　太
田
昭
宏
国
交
相
も
駆
け
つ
け

て
舞
台
に
立
ち
、「
道
の
駅
は
、

ど
ん
ど
ん
多
様
に
進
化
し
、
外
国

人
観
光
客
も
急
増
し
て
い
ま
す
。

私
は
あ
ち
こ
ち
で
、
地
方
創
生
は

　各
出
展
ブ
ー
ス
を
回
っ
て
「
地

域
を
元
気
に
す
る
た
め
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
た
。

太田国交相も道の駅を激励

道
の
駅
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
で
は
出
展
者
の

Ｐ
Ｒ
の
場
も
設
け
ら
れ
、
各
駅
が

工
夫
を
こ
ら
し
て
ア
ピ
ー
ル

２

「
象
潟 

ね
む
の
丘
」（
秋
田
県
に

か
ほ
市
）「
瀬
替
え
の
郷 

せ
ん
だ
」

（
新
潟
県
十
日
町
市
）「
ど
ん
ぐ
り

の
里
い
な
ぶ
」（
愛
知
県
豊
田
市
）

「
但
馬
の
ま
ほ
ろ
ば
」（
兵
庫
県
朝

来
市
）
な
ど
13
駅
、「
重
点
道
の

駅
候
補
」
３
駅
。
他
も
意
欲
的
経

右
手
に
観
光
、
左
手
に
道
の
駅
、

と
宣
伝
し
て
回
っ
て
い
ま
す
」
と

挨
拶
。

参加した道の駅関係者に聞く
　「道の駅 EXPO2015」に参加した道の駅関係
者に、最近力を入れていること、地方創生にか
ける思いなどを語ってもらった。

■あおき（長野県青木村建設産業課・小林利幸
商工観光係長）
　春夏のお客さんを増やしたいと農業体験など
都市との交流に力を入れたら、首都圏の学童か
ら外国人観光客にもヒットして、重点道の駅に
選ばれました。おかげで知名度も上がり、大い
ににぎわっています。

■あさひかわ（北海道旭川市経済交流課・石崎
徹主査）
　道の駅を起爆剤に、市内商店街も元気付けた
いのです。イベントに力を入れており、最近姉
妹都市になった鹿児島県南さつま市の特産品紹
介のほか、北海道内にたくさんある道の駅をド
ライブ客にアピールする連携強化も考えていま
す。

■きょなん（千葉県鋸南町地域振興課・渡邉み
ゆき主査）
　廃校小学校を、道の駅『ほた小学校』として
12 月にオープンさせます。校舎や運動場を都
市農村交流施設、防災拠点などに活用する計画
がユニークだと、重点道の駅候補に選ばれまし
た。2 つの道の駅をうまく連携させ、地域の福

祉や健康向上に役立てる計画も練っています。

■こぶちさわ（植松正子主任）
　昔から観光客や別荘が多いだけでなく、都会
からの移住者も多かったのですが、このごろは
新たな若い就農者が増えました。ヤーコンや行
者ニンニクなど新しい健康野菜とその加工品人
気も高まっていますので、山梨県北杜市でも今、
６次産業化農業を支える拠点として道の駅の役
割拡大に懸命に努めてくださっています。

■但馬のまほろば（福丸泰正駅長）
　以前から地元兵庫県朝来市だけでなく、但馬
地域一帯の自治体や関連業界と連携してきまし
た。一番人気は日本３大ねぎに数えられる岩津
ねぎですが、加工に工夫し１年中商品にするこ
とができました。規格外品も全量買い取りなの
で生産者にも信頼され、安定生産や雇用促進に
役立っていると自負しています。

■瀬替えの郷せんだ（新潟県十日町市川西支所
地域振興課・齋藤雅哉主任）
　農林公園もある農業体験施設でした。山間地
で地域の利用者が少ないため道の駅に生まれ変
わった際、地域に多い高齢者のデイサービス施
設も付設したところ好評なので、福祉と農業振
興を重視した重点道の駅を目指しています。宿
泊・研修施設を設け、夏は農業実習生受け入れ、
冬は豪雪地帯で雪下ろしに難儀する高齢世帯の
シェルターに使います。

しまなみの駅御島
渡邉純治駅長

　サイクリストの聖地、しまなみ海道

愛媛県今治市大三島町宮浦 3260
県道 21 号　TEL. 0897-82-0002

の大山祇神社に隣接する駅。ミュージアムもあり、
レンタサイクルと観光情報発信基地の役割を果た
し、海道ネットワークとして「重点道の駅」に。
温暖な気候で栽培された柑橘・新鮮野菜や水産物、
柑橘加工品などの特産品も好評販売しています。

あいづ  湯川・会津坂下
神田武宜駅長

　会津盆地のど真ん中にあり、「美味しさ」

福島県湯川村佐野目五丁ノ目 78-1
国道 49 号　TEL.0241-27-8853

にこだわった道の駅です。地域の食材を新しいスタイ
ルでご提供する野菜バイキングの農家レストランをは
じめ、味噌や麹を活用したジェラート、会津B級グル
メを味わえる軽食コーナー、地元農業高校も出荷する
直売所、ユニークな品ぞろえの物産館が好評です。

だて歴史の杜
菊谷秀吉駅長

　有珠山と噴火湾に囲まれ北海道の湘南

北海道伊達市松ヶ枝町 34-1
国道 37 号　TEL　0142-25-5567

と称される穏やかな気候と、歴史文化をアピール
する公園内にあります。81戸の生産者が毎朝新鮮
野菜と花を直売し、野菜料理教室や家庭菜園講習
会も開催します。道内唯一の藍生産地で知られ、
藍染体験ができる藍工房もあります。

入場待ちの列ができるほど道の駅
ファンでにぎわった道の駅ＥＸＰＯ
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大
石

　
久
和
氏

�

公
益
社
団
法
人�

日
本
道
路
協
会
会
長

３

地
域
の
発
想
を
大
切
に

地方創生の拠点
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
同
時
開
催道の駅フォーラムのパネルディスカッション

を
披
露
。

　公
益
社
団
法
人
日
本
道
路
協
会

会
長
の
大
石
久
和
氏
の
基
調
講
演

（
別
掲
）、
大
石
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
に
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
た
。

　討
論
で
の
発
言
要
旨
は
次
の
通

り
。

道
の
駅
目
的
の
旅
行
も

●
大
橋

　
菜
央
氏
（
リ
ク
ル
ー
ト

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
マ
ガ
ジ
ン
ビ
ジ

ネ
ス
編
集
部
長
）

　道
の
駅
人
気
は
す
っ
か
り
国
民

に
定
着
し
て
お
り
、
最
近
で
は
道

の
駅
を
目
的
に
し
た
旅
行
が
増
え

て
い
て
、
私
が
担
当
し
て
い
る
雑

誌
「
じ
ゃ
ら
ん
」
で
は
長
期
休
暇

時
期
の
前
に
必
ず
特
集
し
ま
す

が
、
グ
ル
メ
情
報
、
産
直
情
報
に

絞
る
と
よ
く
売
れ
ま
す
。
読
者
調

査
で
も
、
地
域
の
伝
統
技
術
に
ふ

れ
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

提
供
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

市
民
も
誇
り
と
愛
着

●
本
田

　
敏
秋
氏
（
全
国
「
道
の

駅
」
連
絡
会
会
長
、
岩
手
県
遠
野

市
長
）

　道
の
駅
の
魅
力
は
、
遠
野
市
の

人
口
が
３
万
人
を
割
っ
て
し
ま
っ

た
の
に
、「
遠
野
風
の
丘
」
に
は

年
間
１
０
０
万
人
以
上
が
訪
れ
る

こ
と
で
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。「
モ

デ
ル
道
の
駅
」
に
指
定
さ
れ
た
お

か
げ
で
、
足
元
に
た
く
さ
ん
き
ら

き
ら
光
る
資
源
が
あ
る
と
、
市
民

も
誇
り
と
愛
着
を
強
く
持
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　東
日
本
大
震
災
の
際
、
三
陸
沿

岸
の
救
援
・
復
旧
の
後
方
支
援
基

地
と
し
て
活
躍
で
き
た
の
は
、
明

治
三
陸
地
震
津
波
で
も
先
人
が
被

災
地
を
支
援
し
た
記
録
を
知
り
、

備
え
て
い
た
か
ら
で
す
。

　人
口
減
少
時
代
の
地
方
自
治
体

は
、
国
が
何
か
や
っ
て
く
れ
る
と

待
つ
だ
け
で
な
く
発
想
を
転
換

し
、
市
民
と
と
も
に
地
域
資
源
を

活
用
し
て
交
流
人
口
拡
大
な
ど
で

　「
地
方
創
生
に
お
け
る
『
道
の

駅
』
の
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
冒
頭
、
国
交
省

の
深
澤
淳
志
道
路
局
長
が
「
地
方

に
活
気
あ
る
新
市
場
を
開
い
て
き

た
道
の
駅
に
対
し
、
地
方
創
生
へ

の
有
力
な
拠
点
と
し
て
の
評
価
が

高
ま
っ
て
い
る
。
重
点
道
の
駅
制

度
創
設
な
ど
、
支
援
体
制
を
今
後

と
も
い
っ
そ
う
強
化
し
た
い
」と
、

太
田
昭
宏
国
交
相
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　道
の
駅
は
ド
ラ
イ
バ
ー
の
休
憩

ば
か
り
で
な
く
、
地
域
特
産
品
の

販
売
、
観
光
、
行
政
の
窓
口
、
防

災
拠
点
な
ど
幅
広
く
多
様
に
支
持

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
発
足
当

初
か
ら
役
所
任
せ
で
は
な
く
地

域
、
民
間
の
発
想
を
大
切
に
し
て

き
た
成
果
だ
。

　最
大
の
特
徴
は
、
特
産
品
な
ど

そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
特
色
、
歴

史
や
風
俗
な
ど
、
よ
そ
に
は
な
い

地
域
色
を
情
報
発
信
す
る
よ
う
に

努
力
し
て
き
た
こ
と
に
あ
る
。

　よ
そ
に
な
い
特
色
を
持
つ
に

は
、
み
ん
な
と
同
じ
と
い
う
安
心

地
域
を
元
気
に
す
る
方
策
に
真
剣

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。　道

の
駅
連
絡
会
を
通
じ
、
個
性

あ
る
取
り
組
み
を
し
て
い
る
道
の

駅
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や
、

市
町
村
同
士
の
連
携
実
現
を
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
。

味
気
な
さ
を
見
直
し

●
藤
井

　
聡
氏（
内
閣
官
房
参
与
、

京
都
大
学
大
学
院
教
授
）

　道
の
駅
が
多
様
に
進
化
し
、
今

や
地
方
創
生
の
拠
点
と
し
て
脚
光

を
浴
び
始
め
た
の
は
す
ば
ら
し

い
。
デ
フ
レ
で
落
ち
込
ん
で
い
る

と
き
、
日
本
全
体
を
元
気
に
し
よ

う
と
い
う
地
方
創
生
に
は
い
ろ
ん

な
方
向
や
や
り
方
が
あ
り
、
自
治

体
首
長
の
腕
の
見
せ
所
で
も
あ
り

ま
す
。

　欲
を
言
う
と
、
道
の
駅
を
通
じ

て
地
域
の
魅
力
に
ふ
れ
る
の
は
短

時
間
だ
か
ら
、
歴
史
も
文
化
も
多

く
残
っ
て
い
る
の
に
さ
び
れ
て
い

る
中
心
市
街
地
へ
の
訪
問
者
を
増

や
す
こ
と
に
も
っ
と
時
間
や
お
金

を
か
け
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　歴
史
を
見
れ
ば
港
が
港
町
を
、

鉄
道
駅
が
駅
前
商
店
街
を
つ
く
っ

て
き
た
の
に
、
道
路
に
は
大
資
本

の
道
路
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
「
道
路

商
店
街
」
が
で
き
て
い
ま
せ
ん

ね
。
今
後
は
地
域
住
民
が
主
体
に

な
り
、
道
の
駅
を
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を

●
大
石
氏
の
コ
メ
ン
ト

　地
域
の
活
性
化
、
地
方
創
生
に

は
ま
ず
、
道
の
駅
を
通
じ
て
日
本

の
原
風
景
や
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

あ
る
独
特
の
魅
力
を
多
く
の
人

々
、
特
に
都
会
し
か
知
ら
な
い
若

い
人
に
体
得
し
て
も
ら
い
た
い
と

日
ご
ろ
か
ら
強
く
思
っ
て
い
ま

す
。　ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
実
施
さ
れ
た
調

査
で
、
日
本
人
が
自
信
を
失
い
日

本
否
定
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
傾

向
が
出
て
い
る
の
は
残
念
で
し

た
。
日
本
が
20
年
間
も
経
済
成
長

し
て
い
な
い
と
は
い
え
、
私
た
ち

は
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
失
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　人
口
減
で
相
応
数
の
自
治
体
が

い
ず
れ
消
滅
す
る
予
測
が
出
さ
れ

て
い
る
今
日
で
す
。
東
京
一
極
集

中
が
さ
ら
に
進
ん
で
地
域
特
性
へ

の
関
心
を
薄
れ
さ
せ
、
愛
国
心
を

持
た
せ
な
い
よ
う
な
教
育
は
即
刻

見
直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　道
の
駅
は
今
、
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
努
力
も
あ
っ
て

地
域
振
興
効
果
を
期
待
す
る
途
上

国
な
ど
へ
の
進
出
が
少
し
ず
つ
進

め
ら
れ
、「
Ｍ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
︱
ｎ
ｏ

︱
ｅ
ｋ
ｉ
」
が
国
際
語
と
し
て
通

用
し
始
め
て
い
ま
す
。
国
政
の
最

大
で
緊
急
課
題
で
あ
る
地
方
創
生

を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
各
地
域
で

さ
ら
に
道
の
駅
を
活
発
に
す
る
よ

う
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

感
を
捨
て
る
勇
気
が
必
要
だ
が
、

自
信
を
持
っ
て
主
体
的
に
誇
り
に

す
る
こ
と
で
力
に
な
る
。
フ
ラ
ン

ス
へ
毎
年
８
０
０
０
万
人
以
上
も

の
外
国
人
観
光
客
が
訪
れ
る
の

は
、
フ
ラ
ン
ス
が
誇
る
独
自
の
も

の
を
世
界
が
魅
力
と
し
て
感
じ
る

か
ら
だ
。

　地
域
同
士
に
求
め
ら
れ
る
の

は
、
連
携
を
一
歩
進
め
る
こ
と
。

わ
が
町
わ
が
村
の
特
色
を
誇
る
と

同
時
に
、
お
隣
さ
ん
の
誇
る
特
色

を
認
め
お
互
い
に
尊
重
し
、
不
得

意
な
と
こ
ろ
は
助
け
合
う
補
完
関

係
を
築
く
こ
と
で
１
＋
１
＝
３
以

上
の
魅
力
を
獲
得
で
き
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
な
る
。

　人
間
は
移
動
す
る
動
物
と
も
い

わ
れ
る
が
、
今
の
道
の
駅
人
気
を

眺
め
る
と
、
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
移
動
好
き
で
好
奇
心
も
強

い
日
本
人
の
国
民
意
識
が
大
き
く

影
響
し
て
い
る
と
感
じ
る
。

　西
国
33
カ
所
等
の
聖
地
巡
り
は

９
０
０
年
代
に
始
ま
っ
た
よ
う

で
、
江
戸
時
代
に
は
年
間
３
６
０

万
人
が
お
伊
勢
参
り
に
参
加
し
た

記
録
が
あ
る
。
途
中
で
田
畑
を
視

察
し
、
生
育
の
よ
い
品
種
を
持
ち

帰
る
な
ど
学
び
の
場
に
も
な
っ
て

い
た
。
こ
ん
な
国
は
、
世
界
に
な

い
の
で
は
な
い
か
。

　日
本
人
の
集
落
は
縄
文
時
代
か

ら
明
治
の
初
め
ま
で
、
大
体
４
０

０
人
く
ら
い
の
規
模
だ
っ
た
た

め
、
よ
そ
か
ら
の
人
や
モ
ノ
の
出

入
り
に
興
味
を
持
ち
、
大
切
に
し

て
き
た
こ
と
と
も
関
係
が
あ
る
。

　モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達

に
よ
っ
て
、
道
路
は
車
を
通
過
さ

せ
る
だ
け
の
も
の
と
な
っ
て
い
た

時
期
も
あ
っ
た
が
、
道
の
駅
が
生

み
育
て
て
い
る
新
た
で
魅
力
的
な

モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
場
は
今
後
、
地

方
創
生
を
進
め
る
「
地
域
へ
の
と

び
ら
」
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る

は
ず
だ
と
期
待
し
て
い
る
。

竜北
渡辺洋己支配人

　特産のイ草を原料とした抹茶ソフト

熊本県氷川町大野 875-3
国道 3 号　TEL.0965-53-5388

クリーム、世界最大級の柑橘といわれる「晩白柚」
のジュレ、昔からの「このしろ寿司」、当地で始
まり今年110年目を迎える「吉野梨」がおすす
め品です。都市農村交流として農産物収穫体験で
食の大切さを伝える活動にも取組んでいます。

下賀茂温泉 湯の花
山本照彦駅長

　伊豆半島最南端の道の駅です。特に

静岡県南伊豆町下賀茂 157-1
国道 136 号　TEL.0558-62-0141

「湯の花直売所」は農家など出店者が600人ほど
おり、四季折々の新鮮な野菜、果物などが並ぶの
で人気。喫茶コーナーの「温泉メロンソフト」「ト
コロテン抹茶」も好評。下賀茂温泉の足湯も自由
に使えるので、旅の疲れを取って下さい。

美良布
法光院晶一駅長

　緑の山々に囲まれ静かで明るい自然

高知県香美市香北町美良布 1211
国道 195 号　TEL. 0887-59-3111

の中の駅。プールを備える「健康センターセレネ」
を中心に、地元農産物や加工品の「韮生の里美良
布直販店」等があります。食堂は特産物を使った
メニューが豊富で、日替わり韮生米弁当が一番人
気、きのこたっぷりのきのこ丼もおすすめ。

来場者でにぎわった道の駅ＥＸＰＯの会場

　旅
の
本
質

は
非
日
常
に

接
し
た
り
、

知
的
好
奇
心

を
刺
激
さ
れ

た
り
す
る
こ

と
で
す
。
道

の
駅
は
、
都

会
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の

世
界
し
か
知

ら
な
い
若
者

に
ぜ
ひ
、
地

方
に
残
る
日

本
の
原
風
景

や
農
技
術
な

ど
と
触
れ
合

え
る
機
会
を

積
極
的
に
、
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　第
７
回
日
本
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
大
賞
に
今
春
、『「
道
の
駅
」
に

よ
る
地
方
創
生
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』（
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
）

が
選
ば
れ
た
。
日
本
市
場
の
成
熟
を
反
映
し
成
長
に
つ
な
が
る
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１
８
３
件
の
中
か
ら
、
ス
マ

ホ
ア
プ
リ
の
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
や
「
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ
」
な
ど
を
抑
え

大
賞
を
射
止
め
た
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
大
賞
で
、
公
的
施
設
が
受

賞
し
た
の
は
初
め
て
。
道
の
駅
を
「
地
方
創
生
の
拠
点
に
」
と
い

う
道
の
駅
の
進
化
に
大
き
な
弾
み
を
つ
け
た
。

42
大
学
と
協
定
締
結

　地
方
創
生
拠
点
へ
向
け
た
「
道
の

駅
」
の
新
た
な
試
み
と
し
て
、
大
学

と
の
連
携
が
進
み
、
成
果
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
観
光
振
興
や
地
域
づ
く

り
を
学
ぶ
学
生
の
課
外
活
動
や
就
労

体
験
の
場
と
し
て
、
地
域
の
観
光
資

源
や
魅
力
が
集
ま
る
「
道
の
駅
」
を

活
用
し
、
若
者
と
の
交
流
で
新
た
な

価
値
を
創
出
す
る
狙
い
だ
。

　国
土
交
通
省
の
肝
い
り
で
こ
の
春

以
降
、全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
（
会

長
・
本
田
敏
秋
遠
野
市
長
）
と
42
大

学
と
の
間
で
協
定
が
締
結
さ
れ
、
全

国
１
４
４
の
「
道
の
駅
」
が
学
生
の

受
け
入
れ
を
表
明
、
就
労
体
験
型
実

習
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　道
の
駅
は
地
方
創
生
の
拠
点
と
し

て
進
化
し
て
い
る
が
、
こ
の
取
り
組

み
で
は
、
将
来
の
地
域
活
性
化
の
担

い
手
と
な
る
人
材
育
成
、
若
者
な
ら

で
は
の
視
点
を
活
か
し
た
地
域
づ
く

り
、
地
域
外
の
若
者
と
の
交
流
に
よ

る
「
道
の
駅
」
の
新
た
な
価
値
の
創

造
等
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　具
体
的
に
は
観
光
や
地
域
づ
く
り

を
学
ぶ
学
生
が
、
夏
期
休
暇
を
利
用

し
て
「
道
の
駅
」
で
就
労
体
験
型
実

習
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
を
実
施
。

地
域
の
魅
力
が
集
ま
る
「
道
の
駅
」

と
、
観
光
学
な
ど
を
学
ぶ
地
域
外
の

若
者
が
交
流
す
る
こ
と
で
、
新
た
な

価
値
の
創
造
を
図
る
。
こ
れ
ま
で
に

も
各
地
で
就
労
体
験
型
実
習
は
実
施

さ
れ
て
お
り
、
観
光
資
源
調
査
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
情
報
発
信
、
地
場

産
品
を
活
用
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品

の
開
発
や
ス
イ
ー
ツ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の

デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
参
加
し
た
。

た
。「
道
の
駅
」
が
目
指
し
て
き

た
こ
と
が
適
切
に
評
価
さ
れ
た
結

果
だ
。

日本マーケティング大賞の表彰式

ステーションの配置（パリ市
＋ 46 自治体で展開）

　全
国
で
１
０
５
９
駅
が
登
録
さ

れ
、
年
間
購
買
者
数
２
億
１
０
０

０
万
人
、
年
間
売
上
高
は
約
２
１

０
０
億
円
。「
道
の
駅
」
自
体
が

観
光
目
的
に
な
る
ほ
ど
集
客
力
の

あ
る
施
設
が
多
数
あ
る
。
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
、
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
組
み
方
な
ど
、
国
や
中
央

組
織
の
指
示
に
よ
る
管
理
で
な

く
、
地
域
が
自
主
的
に
管
理
す
る

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
新
し
い
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
・
モ
デ
ル
の
可
能
性
を

示
唆
し
て
い
る
。

　成
功
し
て
い
る
道
の
駅
に
は

「
生
産
と
購
買
の
関
係
が
、
市
町

村
長
の
強
い
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
最
適

化
さ
れ
て
い
る
」「
生
産
、
商
品

開
発
、
流
通
等
の
各
場
面
に
地
域

を
挙
げ
て
参
加
し
、
ス
タ
ー
商
品

を
創
り
出
し
て
い
る
」
な
ど
、
共

通
の
特
徴
が
あ
る
と
い
う
。

　半
面
、
受
賞
理
由
が
す
べ
て
の

道
の
駅
に
当
て
は
ま
る
か
、
と
指

摘
す
る
識
者
も
い
る
。
道
の
駅
は

単
な
る
店
舗
で
は
な
く
、
一
つ
一

つ
が
地
域
に
根
ざ
し
た
生
産
・
流

通
シ
ス
テ
ム
で
、
地
域
活
性
化
政

策
で
あ
り
、
自
治
体
と
地
域
住
民

の
力
の
結
晶
。
す
べ
て
の
道
の
駅

が
、
受
賞
理
由
を
か
み
し
め
、
見

つ
め
直
す
こ
と
が
道
の
駅
の
進
化

に
つ
な
が
る
と
指
摘
す
る
。

「
地
方
創
生
の
拠
点
」
進
化
に
大
き
な
弾
み

公
的
施
設
が
受
賞
は
初
め
て

地
方
創
生
拠
点
へ
向
け
た
「
道
の
駅
」
の
新
た
な
試
み

「
道
の
駅
」
が
大
賞
に

　同
賞
は
、
公
益
社
団
法
人
日
本

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
協
会
が
主
催

し
、
日
本
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
会

が
協
力
、
経
済
産
業
省
の
後
援
で

２
０
０
９
年
か
ら
実
施
。
新
し
い

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
手
法
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
開
発
を
促
し
、
生
活
向
上

と
経
済
・
社
会
の
活
性
化
に
役
立

つ
活
動
を
奨
励
す
る
狙
い
。

日 本 マ ー ケ
テ ィ ン グ 大 賞

　パ
リ
市
内
を
散
策
す
る
と
、
街
路
沿
い
に
オ
シ
ャ

レ
な
ガ
ラ
ス
張
り
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
、
柱
状
の
充

電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
連
結
さ
れ
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
電

気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
が
駐
車
し
て
い
る
区
画
に
遭
遇

す
る
＝
写
真
。
２
０
１
１
年
12
月
に
運
用
開
始
し
た

短
時
間
利
用
の
Ｅ
Ｖ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス

「A
utolib

’（
オ
ー
ト
リ
ブ
）」
だ
。

　自
家
用
車
を
持
た
な
い
58
％
の
パ
リ
市
民
に
新
た

な
交
通
手
段
を
提
供
し
、
路
上
に
溢
れ
る
駐
車
車
両

の
削
減
が
オ
ー
ト
リ
ブ
の
主
な
狙
い
。
パ
リ
市
に
よ

る
と
、
サ
ー
ビ
ス
普
及
に
伴
い
約
２
万
台
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
が
削
減
可
能
、
と
し
て
い
る
。

　Ｅ
Ｖ
は
、
色
は
グ
レ
ー
だ
が
「
ブ
ル
ー
カ
ー
」
と

呼
ば
れ
、
２
ド
ア
４
人
乗
り
タ
イ
プ
の
コ
ン
パ
ク
ト

カ
ー
。
フ
ル
チ
ャ
ー
ジ
で
最
大
走
行
距
離
２
５
０
㌔

㍍
、
最
高
時
速
１
３
０
㌔
の
走
行
が
可
能
で
あ
る
。

車
内
に
は
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
搭
載

す
る
他
、
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
ア
シ
ス
ト
、
返
却
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
変
更
等
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
の
直
接
会
話

も
で
き
る
。

　パ
リ
市
と
周
辺
46
自
治
体
で
、
Ｅ
Ｖ
充
電
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
増
設
が
進
み
、
最
近
は
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
８
６
０
カ
所
、
４
４
０
０
基
、
ブ
ル
ー
カ
ー
２
５

０
０
台
以
上
に
急
増
し
た
。
利
用
は
、
年
、
週
、
日

の
会
員
期
間
を
選
択
で
き
、
年
間
会
員
の
場
合
、
登

録
料
は
年
１
４
４
ユ
ー
ロ
、
利
用
料
は
最
初
の
30
分

５
ユ
ー
ロ
。
タ
ク
シ
ー
に
配
慮
し
て
設
定
し
た
よ
う

だ
。　Ｅ

Ｖ
は
狭
い
路
地
で
も
小
回
り
良
く
ド
ラ
イ
ブ
で

き
る
た
め
、
ユ
ー
ザ
ー
の
評
判
は
ま
ず
ま
ず
。
革
新

的
な
Ｅ
Ｖ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
が
、
国
際
観
光
都
市
パ
リ

の
中
心
部
で
ど
の
よ
う
に
発
展
す
る
か
注
目
し
た

い
。�

（
公
益
社
団
法
人
土
木
学
会

　
塚
田
幸
広
）

１

パリで進む「オートリブ」

みんまや
工藤幸治駅長

　「津軽国定公園」に位置し、竜飛崎、灯台、

青森県外ヶ浜町三厩龍浜 99
国道 339 号　TEL.0174-38-2301 

車の通れない階段国道、太宰治文学碑、津軽海峡
冬景色歌謡碑など観光資源に恵まれています。道
の駅の役割も担う青函トンネル記念館は、世界に
誇る大工事の概要を映像などで紹介し、海面下
140mの体験坑道へケーブルカーでご案内します。

志野・織部
田中知敏駅長

　茶の湯文化の花開いた16世紀末桃山

岐阜県土岐市泉北山町 2-13-1
国道 21 号　TEL.0572-55-3017

時代に、志野・織部など茶陶名品を生んだ美濃焼
の里にあります。陶芸家の作品から普段の食器ま
で、あらゆる美濃焼をお値打ちに販売いたしてお
ります。地元の和洋菓子店や食事処、花と雑貨の
お店などもあり、ゆっくりくつろげます。

とぎ海街道
蟹屋敷みどり駅長

　幸せをよぶピンク色のさくら貝が打ち

石川県志賀町富来領家町ター 2 － 11
国道 249 号　TEL.0767-42-0975

寄せられ、日本小貝三名所に数えられる増穂浦海
岸沿いにあります。入口に大きな水槽があり、季
節ごとに活きサザエ、活き蟹、活き甘エビを販売
します。お食事では、新鮮な海の幸をのせた海鮮丼、
塩をかけてたべる男爵ソフトが人気です。

　受
賞
理
由
は
同
協
会
に
よ

れ
ば
「
旅
行
者
、
地
域
住
民
、

農
産
物
生
産
者
、
地
方
自
治

体
、
道
路
管
理
者
の
す
べ
て
の
関

係
者
が
ｗ
ｉ
ｎ
︱
ｗ
ｉ
ｎ
と
な
る

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
斬
新
」「
生

産
と
購
買
の
関
係
モ
デ
ル
は
地
域

の
活
力
と
雇
用
を
誘
発
す
る
」
な

ど
。
道
の
駅
は
地
域
活
性
化
に
欠

か
せ
な
い
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
な

り
、
観
光
客
の
集
客
や
雇
用
機
会

の
創
造
な
ど
「
地
方
創
生
」
に
大

き
く
期
待
さ
れ
る
点
が
重
視
さ
れ

進む大学との連携
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　愛
媛
県
四
国
中
央
市
の
道
の
駅

「
霧
の
森
」
で
は
、
地
元
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
立
案
や
道
の
駅
で
製
造
販
売

さ
れ
て
い
る
地
元
名
産
品
の
製
造
販

売
な
ど
で
活
躍
、
う
ち
２
人
が
道
の

駅
に
就
職
し
た
。

　関
東
で
は
７
月
ま
で
に
就
労
体
験

型
の
協
定
を
結
ん
だ
の
は
15
大
学
、

連
携
企
画
型
で
実
施
内
容
が
確
定
し

た
の
は
９
大
学
。

　栃
木
県
芳
賀
町
の
道
の
駅「
は
が
」

は
、
花
火
大
会
の
ポ
ス
タ
ー
や
梨
ワ

イ
ン
の
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
文

星
芸
術
大
学
が
参
加
。
埼
玉
県
熊
谷

市
の
「
め
ぬ
ま
」
で
は
、
国
宝
「
妻

沼
聖
天
山
」
を
核
と
す
る
地
域
活
性

化
の
情
報
発
信
に
立
正
大
学
が
参
加

す
る
。

　５
月
に
は
「
道
の
駅
」
で
観
光
・

地
域
づ
く
り
の
実
習
を
行
う
立
教
大

学
と
跡
見
学
園
女
子
大
学
の
学
生
６

人
と
担
当
教
官
が
太
田
昭
宏
国
交
相

を
表
敬
訪
問
し
た
。太
田
大
臣
は「
学

生
の
皆
さ
ん
が
道
の
駅
で
実
習
を
行

う
と
聞
い
て
大
変
う
れ
し
い
。
道
の

駅
は
地
方
創
生
の
拠
点
で
、
皆
さ
ん

の
取
り
組
み
と
笑
顔
で
地
方
が
活
性

化
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。

　実
習
学
生
ら
は
「
女
子
力
を
活
か

し
て
、
女
子
も
買
い
た
い
と
思
う
よ

う
な
デ
ザ
イ
ン
を
提
案
し
て
販
売
を

拡
大
し
た
い
。
実
習
先
の
道
の
駅
を

日
本
一
の
道
の
駅
に
し
た
い
」
な
ど

意
気
込
ん
で
い
た
。

　７
月
に
は
宇
都
宮
大
学
、
立
正
大

学
、
文
星
芸
術
大
学
の
実
習
生
６
人

が
石
破
茂
地
方
創
生
担
当
相
を
表

敬
。
学
生
試
作
の
デ
ザ
ー
ト
を
石
破

大
臣
が
試
食
し
た
り
、 

学
生
が
作
成

し
た
「
め
ぬ
ま
観
光
読
本
」
を
渡
す

な
ど
、
抱
負
や
決
意
を
語
り
大
臣
と

懇
談
し
た
。

　道
の
駅
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

ろ
う
と
東
北
「
道
の
駅
」
連
絡

会
（
会
長
・
本
田
敏
秋
遠
野
市

長
）
が
昨
年
か
ら
始
め
た
好
事
例

石神の丘

太田大臣を表敬訪問した学生

石破大臣を表敬訪問した学生

花笠の里ねまる

発
表
会
の
第
２
回
が
こ
の
ほ
ど
開

か
れ
、
岩
手
県
岩
手
町
の
道
の
駅

「
石
神
の
丘
」
と
山
形
県
尾
花
沢

市
の
道
の
駅「
花
笠
の
里
ね
ま
る
」

が
、
東
北
「
道
の
駅
」
大
賞
を
受

賞
し
た
。
紹
介
さ
れ
た
駅
は
ど
こ

も
、
地
方
創
生
へ
向
け
て
の
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
や
実
践
を
積
ん
で
実

績
を
上
げ
て
お
り
、
他
の
駅
の
参

考
に
な
る
事
例
ば
か
り
。

　東
北
６
県
の
道
の
駅
１
４
６
カ

所
の
中
で
各
県
の
推
薦
駅
か
ら
１

カ
所
を
同
連
絡
会
が
選
び
、
道
の

駅
設
置
自
治
体
の
首
長
と
本
田
会

長
ら
10
人
が
１
票
ず
つ
投
じ
て
選

考
し
、
両
駅
が
同
点
の
受
賞
に
な

っ
た
。

　「
石
神
の
丘
」
は
２
０
０
２
年

の
開
業
で
年
間
40
万
人
が
利
用
。

運
営
す
る
第
３
セ
ク
タ
ー
、
町
ふ

る
さ
と
振
興
公
社
社
長
で
も
あ
る

民
部
田
幾
夫
岩
手
町
長
が
発
表
。

美
術
館
と
と
も
に
食
と
芸
術
・
文

化
の
連
携
や
、
広
域
防
災
や
新
エ

ろくのへ
蟹谷洋江駅長

　八甲田連峰の眺望がすばらしい野菜

青森県六戸町犬落瀬後田 87
国道 45 号　TEL.0176-55-4134

王国（ベジタランド）らしく、大玉にんにく、長
いも、ごぼう、人参、黒にんにくなどをたくさん
販売中です。農家レストランでは名物シャモロッ
クを使った親子丼や手打ちそば、お土産には特産
のにんにくを活かした焼肉のたれがお勧めです。

霊山たけやま
関幸男駅長

　古代から信仰を集める嵩山の麓にあ

群馬県中之条町五反田 222- １
主要地方道中之条湯河原線　TEL.0279-75-7280

り、メイン施設で地元農産物や加工品を直売し、
そば打ちも体験できます。古民家風の施設でふる
まわれる町内産10割そばが好評です。フィール
ドアスレチック風の「ぼうけん砦」や雨の日もＯ
Ｋの「こども館」は子供たちでいっぱい。

信越さかえ
島田茂樹駅長

　豪雪地で知られ、豊かな自然の中に

長野県栄村北信 3746-1
国道 117 号　TEL.0269-87-3180

ある栄村の道の駅。4月に物産館がリニューアル、
7月には隣に農産物直売所が新設され、秋にはキ
ノコなど山の幸が店頭に並びます。フノリとオヤ
マボクチを使いコシのある手打ちそば、その場で
すぐ食べられる山菜おやきが人気です。

ネ
ル
ギ
ー
推
進
な
ど
を
ア
ピ
ー

ル
。
民
部
田
町
長
は
「
道
の
駅
そ

の
も
の
を
観
光
の
目
的
地
に
し
た

い
と
取
り
組
ん
で
き
た
。
時
代
に

対
応
し
た
価
値
や
魅
力
を
創
造
す

る
施
設
に
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　尾
花
沢
市
は
加
藤
国
洋
市
長
が

発
表
。
駅
名
の
「
ね
ま
る
」
に
つ

い
て
「
休
む
」「
く
つ
ろ
ぐ
」
な

ど
を
意
味
す
る
方
言
で
、
松
尾
芭

蕉
の
俳
句
に
も
出
て
く
る
と
説

明
。
同
駅
は
尾
花
沢
新
庄
道
路
と

一
般
道
の
両
方
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
た
め
、
駅
オ
ー
プ
ン
後
観
光
客

の
入
り
込
み
が
１
・
３
倍
に
増
え

た
と
ア
ピ
ー
ル
。
銀
山
温
泉
の
観

光
客
を
誘
致
し
た
り
、
情
報
を
大

画
面
で
見
ら
れ
る
パ
ネ
ル
を
設
置

す
る
な
ど
、
特
徴
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　加
藤
市
長
は
「
東
北
中
央
自
動

車
道
の
延
伸
な
ど
交
流
人
口
の
増

加
が
予
想
さ
れ
、
道
の
駅
を
拠
点

に
周
辺
自
治
体
と
連
携
、
協
働
を

進
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

東
北「
道
の
駅
」大
賞
決
ま
る

「
石
神
の
丘
」
と
「
花
笠
の
里
ね
ま
る
」
東北「道の駅」連絡会

課外活動や就労体験の場に
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わが国、国土への働きかけの歴史⑩

列島保全への課題

全
国
総
合
開
発
計
画
（
全
総
）
と
新
全
総

津
浪
記
念
塔

　
岩
手
県
普
代
村
太
田
名
部

　戦
後
の
社
会
資
本
整
備
の
考
え

方
を
知
る
に
は
、
相
次
い
で
つ
く

ら
れ
た
「
全
国
総
合
開
発
計
画
」

が
、
何
を
背
景
と
認
識
し
、
ど
ん

な
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
か
を
見

る
と
分
か
り
や
す
い
。

　１
９
５
０
年
（
昭
和
25
）
に
全

国
総
合
開
発
法
が
公
布
さ
れ
、
こ

れ
に
基
づ
く
総
合
開
発
計
画
が
何

度
か
試
み
ら
れ
た
が
正
式
決
定
に

至
ら
な
か
っ
た
。
60
年
に
池
田
勇

人
内
閣
の
所
得
倍
増
計
画
が
定
め

ら
れ
る
と
、
そ
の
た
め
の
国
土
政

策
の
計
画
と
し
て
62
年
、
最
初
の

全
国
総
合
開
発
計
画
が
決
定
さ
れ

た
。　こ

の
計
画
は
、
大
都
市
の
過
密

化
の
解
消
と
地
域
格
差
の
拡
大
防

止
を
重
要
な
地
域
的
課
題
と
し
、

解
決
策
と
し
て
拠
点
開
発
方
式
を

採
用
し
た
。
こ
れ
を
具
体
化
す
る

た
め
、
全
国
を
過
密
地
域
、
整
備

地
域
、
開
発
地
域
に
区
分
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
施
策
の
基
本

方
向
を
定
め
た
。
拠
点
開
発
方
式

の
具
体
的
戦
略
手
段
と
し
て
、「
新

産
業
都
市
建
設
促
進
法
」
と
「
工

業
整
備
特
別
地
域
整
備
促
進
法
」

が
つ
く
ら
れ
た
。

国
力
の
制
約
で
重
点
整
備

　両
法
に
よ
り
整
備
す
べ
き
と
し

て
指
定
さ
れ
た
地
域
は
、
そ
の
後

の
地
域
整
備
法
に
基
づ
く
地
域
指

定
に
比
べ
る
と
、当
時
の
国
力（
国

の
財
政
力
や
経
済
力
）
を
反
映
し

て
、き
わ
め
て
限
定
的
な
も
の
で
、

指
定
区
域
を
も
た
な
い
県
が
い
く

つ
も
あ
っ
た
。
こ
の
頃
は
国
力
に

制
約
も
あ
り
、
重
点
的
な
整
備
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
人

々
が
受
け
入
れ
て
い
た
時
代
で
あ

っ
た
。

　全
総
時
代
を
具
体
的
に
イ
メ
ー

ジ
し
て
も
ら
う
た
め
、
こ
の
時
代

に
で
き
た
も
の
を
以
下
に
い
く
つ

か
紹
介
し
た
い
。

１
９
６
２
年
（
昭
和
37
）
＝
奥
只

見
ダ
ム
（
福
島
県
）
／
若
戸
大
橋

　明
治
29
年
、
昭
和
8
年
の
三

陸
地
震
津
波
の
教
訓
と
し
て
、

太
田
名
部
漁
港
に
近
い
標
高
10

㍍
の
山
す
そ
に
建
つ
高
さ
１
・

９
㍍
の
碑
は
、
表
に
５
カ
条
の

注
意
事
項
、
裏
に
被
災
実
態
を

刻
む
。

【
碑
文
の
表
】

一
、
大
地
震
の
後
に
は
津
波
が

来
る

一
、
地
震
が
あ
っ
た
ら
高
い
所

へ
集
ま
れ

と
自
然
の
調
和
、
自
然
の
恒
久
的

保
護
・
保
存
、
地
域
特
性
を
生
か

し
た
開
発
整
備
に
よ
る
国
土
利
用

の
再
編
成
と
効
率
化
、
安
全
・
快

適
・
文
化
的
環
境
条
件
の
整
備
保

全
な
ど
の
目
標
を
掲
げ
て
「
大
規

模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想
」
が
う
た

わ
れ
た
。

　新
幹
線
、
高
速
道
路
等
の
全
国

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
、
大
規

模
産
業
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

を
推
進
す
る
こ
と
で
国
土
利
用
の

偏
在
を
是
正
し
、
過
密
過
疎
、
地

域
格
差
を
解
消
す
る
こ
と
が
新
全

総
の
狙
い
だ
っ
た
。

　新
全
総
時
代
に
完
成
し
た
事
業

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

69
年
（
昭
和
44
）
＝
八
郎
潟
干
拓

国
営
事
業
（
秋
田
県
）
／
東
名
高

速
道
路
全
通
▽
72
年
＝
山
陽
新
幹

線
新
大
阪
～
岡
山
間
開
通
▽
74
年

＝
香
川
用
水
通
水
（
香
川
県
・
高

知
県
）
▽
75
年
＝
山
陽
新
幹
線
全

通
（
東
京
～
博
多
間
新
幹
線
全
線

開
通
）

　72
年
に
は『
日
本
列
島
改
造
論
』

（
田
中
角
栄
著
）
が
出
版
さ
れ
て

い
る
。

需
要
が
爆
発
し
た
時
代

　経
済
成
長
の
時
代
は
別
の
言
い

方
を
す
る
と
「
需
要
が
爆
発
し
た

６

（
福
岡
県
）
▽
63
年
＝
黒
部
ダ
ム

（
富
山
県
）
▽
64
年
＝
伊
勢
湾
高

潮
防
潮
堤
（
愛
知
県
）
／
東
海
道

新
幹
線
▽
65
年
＝
名
神
高
速
道
路

全
通
▽
66
年
＝
天
草
五
橋
（
熊
本

県
）
▽
68
年
＝
下
久
保
ダ
ム
（
群

馬
県
）

　
　
　
　
　◇

　69
年
（
昭
和
44
）
に
は
「
新
全

総
（
新
全
国
総
合
開
発
計
画
）」

が
策
定
さ
れ
た
。
全
総
の
予
想
を

は
る
か
に
上
回
る
速
さ
で
経
済
が

成
長
し
、
全
総
の
意
図
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
人
口
・
産
業
の
大
都
市

集
中
と
過
疎
問
題
が
生
じ
た
こ
と

で
、
企
画
さ
れ
た
。

　70
年
（
昭
和
45
）
の
通
常
国
会

は
「
公
害
国
会
」
と
い
わ
れ
た
ほ

ど
、
公
害
問
題
に
対
処
す
る
法
制

度
の
整
備
が
議
論
さ
れ
た
国
会
だ

っ
た
。そ
の
時
代
背
景
を
受
け「
豊

か
な
環
境
の
創
造
」
が
基
本
目
標

と
な
っ
た
。
高
福
祉
社
会
を
目
指

し
て
人
間
の
た
め
の
豊
か
な
環
境

を
創
造
し
、
長
期
に
わ
た
る
人
間

碑い
し
ぶ
みの
記
憶
⑧

一
、
津
波
に
追
は
れ
た
ら
ど
こ

で
も
此
所
位
よ
り
高
い
所
ヘ

一
、
遠
く
へ
逃
げ
て
は
津
波
に

追
付
か
る

　近
く
の
高
い
所
に

用
意
し
て
置
け

一
、
県
指
定
の
住
宅
適
地
よ
り

低
い
所
へ
家
を
建
て
る
な

【
碑
文
の
裏
】

明
治
二
十
九
年
丙
申
年
旧
五
月

五
日
午
後
八
時

　大
津
波
襲
来

普
代
村
の
被
害
流
失

　家
屋
七

十
八
戸
死
者
三
百
四
十
三
名 

負
傷
百
五
十
八
名

昭
和
八
年
三
月
三
日
午
前
二
時

三
十
分

　上
下
に
動
揺
す
る
強

震
あ
り

　続
い
て
三
時
頃
よ
り

大
音
響
と
共
に
大
津
波
の
襲
来

あ
り

高
度
経
済
成
長
と
イ
ン
フ
ラ
整
備

時
代
」
と
言
え
る
。
年
々
急
速
に

交
通
量
が
伸
び
、
人
の
流
れ
や
物

流
が
増
え
た
た
め
、
対
応
す
る
の

が
精
一
杯
と
い
う
時
代
。
道
路
も

渋
滞
を
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
、
渋
滞
カ
所
を
解
消
す
る
こ
と

が
何
よ
り
急
が
れ
た
。

　河
川
整
備
に
つ
い
て
も
同
様
の

考
え
方
だ
っ
た
。
降
っ
た
雨
を
一

秒
で
も
早
く
海
に
運
ぶ
の
が
よ
り

よ
い
河
川
と
考
え
る
な
ら
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
固
め
て
し
ま
う
河
川

整
備
は
、
味
も
素
っ
気
も
な
い
が

合
理
的
な
方
法
だ
っ
た
。そ
の
後
、

生
活
周
辺
の
自
然
環
境
を
大
切
に

す
る
価
値
が
重
視
さ
れ
る
時
代
に

な
る
と
、
こ
う
し
た
考
え
方
は
否

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
需
要

を
効
率
的
に
追
い
か
け
る
観
点
か

ら
は
合
理
性
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　資
金
を
効
率
的
に
用
い
な
が

ら
、
需
要
に
応
じ
た
供
給
を
行
う

こ
と
が
何
よ
り
優
先
さ
れ
た
時
代

の
遺
物
と
言
え
る
が
、
小
規
模
な

水
路
な
ど
、
現
在
も
こ
の
方
法
で

十
分
な
も
の
も
あ
る
。

　三
大
都
市
圏
と
地
方
圏
の
人
口

の
社
会
増
減
を
示
し
た
図
を
見
れ

ば
分
か
る
よ
う
に
、
大
変
な
数
の

人
間
が
地
方
か
ら
大
都
市
に
移
動

し
、
や
が
て
過
密
過
疎
の
問
題
に

な
る
。
人
口
移
動
は
住
宅
行
政
で

も
、
戸
数
の
確
保
を
何
に
も
ま
し

て
優
先
課
題
と
さ
せ
た
。

　一
言
で
い
え
ば
、
需
要
の
爆
発

へ
の
対
応
が
国
土
造
り
で
最
優
先

さ
れ
る
時
代
が
、
高
度
経
済
成
長

の
時
代
だ
っ
た
と
い
え
る
。

東名高速道路

黒部ダム

三
時
十
分
頃

　最

も
被
害
あ
り

普
代
村
の
流
失
戸

数
七
十
八
戸

死
者
百
三
十
五
名

　負
傷
者
八
十
一

名

滝宮
中山雅登支配人
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　失
わ
れ
た
20
年
と
言
わ
れ
る
長
期
デ
フ
レ
で
、
日
本
は
経
済
的

ダ
メ
ー
ジ
以
上
に
日
本
人
と
し
て
の
誇
り
と
自
信
を
失
っ
た
。
少

子
高
齢
化
が
日
本
の
先
細
り
を
予
見
さ
せ
る
中
で
大
切
な
の
は

「
日
本
人
を
と
り
も
ど
す
」こ
と
。『
国
土
が
日
本
人
の
謎
を
解
く
』

（
大
石
久
和
著
、
産
経
出
版
社
）
は
、
世
界
と
日
本
の
違
い
を
理

解
す
る
こ
と
か
ら
日
本
人
を
再
考
し
よ
う
と
説
く
。
日
本
人
の
特

質
を
育
ん
だ
国
土
を
知
る
こ
と
を
出
発
点
に
し
た
大
胆
な
仮
説
と

丁
寧
な
検
証
。
新
た
な
日
本
人
論
は
、
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
世
界
に

読
者
を
誘
う
。

　本
書
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
見

れ
ば
極
東
に
位
置
す
る
島
国
「
日

本
」
の
国
土
が
、
長
い
時
間
を
か

け
て
世
界
に
誇
る
べ
き
日
本
人
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
育
ん
だ
、

そ
の
謎
を
解
き
明
か
す
大
き
な
物

語
で
あ
る
。

　序
章
で
、
国
土
の
自
然
条
件
と

そ
こ
で
の
経
験
が
民
族
の
個
性
を

規
定
す
る
と
定
義
。「
積
み
重
な

る
歴
史
」「
変
わ
ら
な
い
こ
と
を

大
切
に
す
る
文
化
」「
紛
争
死
史

観
」
を
持
つ
「
人
為
の
国
」
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
（
人
）
に
対
し
、「
流
れ

る
歴
史
」「
変
わ
る
こ
と
を
尊
ぶ

文
化
」「
災
害
死
史
観
」
を
持
つ

「
天
為
の
国
」が
日
本（
人
）と
し
、

日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
見
つ
め
直

し
「
日
本
人
を
と
り
も
ど
す
」
こ

と
か
ら
再
出
発
し
よ
う
と
語
り
始

め
る
。

　第
一
章
は
、「
地
震
」「
津
波
」「
火

山
活
動
」「
風
水
害
」
そ
し
て
「
飢

餓
」
を
加
え
た
わ
が
国
の
自
然
災

害
史
を
掘
り
下
げ
る
。
大
規
模
な

自
然
災
害
が
、
日
本
人
の
も
の
の

考
え
方
や
感
覚
に
大
き
な
影
響
を

与
え
、
日
本
の
歴
史
を
動
か
し
て

き
た
と
解
説
。「
御
成
敗
式
目
は

な
ぜ
１
２
３
２
年
に
制
定
さ
れ
た

の
か
？
」「
法
然
、
親
鸞
、
一
遍
、

栄
西
、
道
元
、
日
蓮
な
ど
、
鎌
倉

新
仏
教
の
巨
星
た
ち
が
な
ぜ
こ
の

時
代
に
生
ま
れ
た
の
か
？
」「
八

代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
子
孫
の
み

が
、
な
ぜ
御
三
卿
と
い
う
将
軍
家

を
継
承
で
き
る
特
別
の
権
利
を
認

め
ら
れ
た
の
か
？
」「
幕
末
・
明

治
維
新
の
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た

の
か
？
」。
取
り
扱
わ
れ
る
歴
史

テ
ー
マ
は
興
味
深
い
。

　
　第
二
章
は
、
日
本
の
国
土
の

自
然
条
件
の
特
異
性
（
日
本
の
国

土
は
他
国
と
ど
う
違
う
か
）
を
解

き
明
か
す
。

　日
本
人
を
育
ん
だ
国
土
と
は
、

①
複
雑
で
長
い
海
岸
線
と
細
長
い

弓
状
列
島
②
四
島
に
分
か
れ
た
国

土
の
主
要
部
分
③
脊
梁
山
脈
の
縦

断
④
不
安
定
な
地
質
⑤
狭
く
て
少

な
い
平
野
⑥
軟
弱
地
盤
上
の
都
市

⑦
大
地
震
の
可
能
性
⑧
集
中
豪
雨

⑨
強
風
の
常
襲
地
帯
⑩
広
大
な
積

雪
寒
冷
地
域
…
…
と
い
う
10
ほ
ど

も
の
厳
し
い
自
然
条
件
と
そ
の
重

複
で
あ
っ
た
。

　先
人
た
ち
は
頻
発
す
る
災
害
に

絶
望
し
た
り
、
く
じ
け
る
こ
と
な

く
、
繰
り
返
し
災
害
か
ら
の
復
興

を
果
た
し
、
大
変
な
努
力
で
、
よ

り
安
全
で
よ
り
効
率
的
な
国
土
を

つ
く
り
あ
げ
た
。
日
本
人
の
勤
勉

性
は
こ
う
し
た
努
力
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
た
、
と
誇
る
。

　フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
の
間
の

ド
ー
バ
ー
海
峡
の
幅
は
約
30
㌔
㍍

し
か
な
く
、
紀
元
前
の
ロ
ー
マ
時

代
で
さ
え
大
軍
が
渡
る
こ
と
が
で

き
た
。
朝
鮮
半
島
と
日
本
列
島
を

隔
て
る
対
馬
海
峡
は
幅
約
２
０
０

㌔
㍍
も
あ
る
。
大
昔
か
ら
こ
れ
を

越
え
る
人
の
往
来
が
あ
り
文
化
の

交
流
は
あ
っ
た
が
、
大
軍
が
越
え

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の

大
陸
と
の
微
妙
な
距
離
感
が
、
わ

が
国
の
歴
史
や
日
本
人
の
成
り
立

ち
を
規
定
し
た
と
解
説
。

　サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン

の
主
著
『
文
明
の
衝
突
』
に
お
い

て
、
イ
ギ
リ
ス
が
西
欧
文
明
に
含

ま
れ
る
の
に
対
し
、
日
本
文
明
は

中
華
文
明
に
含
ま
れ
な
い
独
立
し

た
文
明
で
、
北
方
・
西
方
・
南
方

の
各
種
文
明
が
集
合
し
、
新
た
な

文
明
を
育
て
た
「
る
つ
ぼ
」
で
あ

る
と
も
解
く
。こ
れ
が
章
末
の「
日

本
の
文
明
は
中
国
文
明
の
一
派
な

ど
で
は
な
い
」
と
の
強
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
に
つ
な
が
る
。

　第
三
章
か
ら
第
五
章
で
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
「
公
」
に
対
す
る
、
日

本
の
「
共
」、
中
国
の
「
権
力
」

と
い
う
構
造
を
解
き
明
か
す
。

　「
日
本
は
い
つ
か
ら
か
『
日
本

に
な
っ
た
』
の
で
は
な
く
初
め
か

ら
日
本
だ
っ
た
。
過
去
に
『
建
国

理
念
』
を
宣
言
し
た
り
、
独
立
宣

言
や
人
権
宣
言
を
持
っ
て
き
た
国

柄
で
は
な
い
。
移
民
し
た
人
々
が

建
国
し
た
ア
メ
リ
カ
は
も
ち
ろ

ん
、
ド
イ
ツ
も
フ
ラ
ン
ス
も
、
戦

争
や
革
命
な
ど
を
経
て
、『
現
在

の
国
に
な
っ
た
』
の
だ
が
、
世
界

の
中
で
ほ
と
ん
ど
唯
一
、
日
本
は

『
現
在
に
つ
な
が
る
国
が
昔
か
ら

あ
っ
た
』
の
で
あ
る
」

　「
お
わ
り
に
」
の
中
で
日
本
人

論
の
核
心
が
こ
う
語
ら
れ
る
。

　興
味
深
い
シ
ナ
リ
オ
展
開
と
数

々
の
新
た
な
発
見
、
中
等
教
育
国

語
科
教
材
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
レ

ベ
ル
の
、
平
易
な
文
体
が
、
一
気

に
読
者
を
誘
い
込
む
。
氏
の
前
著

『
国
土
と
日
本
人
－
災
害
大
国
の

　「ふるさとの訛なつかし停車場の人ごみの
中にそを聴きにゆく 啄木」。かつて駅にいく
一つの愉しみでもあったのが、ブルートレイ
ンや夜行列車を見にいくことでした。大きな
荷物を抱えて列車に乗り込む人の表情は帰省
や観光で故郷に向かう希望や愉しみにあふ
れ、向かう先の地方の「訛」に巡り合うと、
たとえ旅をしていなくとも「旅情」を感じる
ものでした。今や夜行列車は風前の灯火とな
り、そのような場面に立ち会うことも少なく
なっています。
　車による旅では画一的なコンビニを避け、

できるかぎり地元のスーパーに足を運ぶよう
にしています。地域の特徴的な食材がどのよ
うに陳列され、賞味されているのか。調味の
種類や味は多様であり多彩で、特に牛乳や醤
油といった地域色が強い銘柄はどのようなも
のがあるかなど興味は尽きません。そのよう
な味覚への指向だけでなく、もう一つ、店に
集う地元の人々の会話や行き交う言葉の訛を
聞くと、その地域に来たという実感や「旅情」
を一層強く感じることができます。
　道の駅は旅行者をターゲットとすると同時
に、地域の連携の場であることも重視して発
展してきました。地元の人々が憩う道の駅、
地元の人々に活用される道の駅。地方創生の
中で道の駅が地元とより強く結び付き、地域
外との結接点となることで、道の駅からさら
に旅情が感じ取れるようになるでしょう。

シリーズ「国土教育」 『国土が日本人の謎を解く』で学ぶ、日本人のアイデンティティ

ヨーロッパの「公」に対する、日本の「共」

生
き
方
』（
中
公
新
書
）
が
「
国

土
学
」
の
教
科
書
で
あ
る
の
に
対

し
、
本
書
は
「
日
本
人
論
」
の
教

科
書
と
も
言
え
る
。

　著
者
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
最
近

の
あ
る
調
査
結
果
に
危
惧
を
抱
い

た
。「
あ
な
た
は
国
際
人
だ
と
思

う
か
」
の
問
い
に
対
し
、「
そ
う

思
う
」
と
答
え
た
日
本
人
が
欧
米

人
よ
り
ず
っ
と
多
か
っ
た
の
だ
。

日
本
人
は
ど
こ
へ
い
っ
て
し
ま
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
私
た
ち
は
日
本

人
の
誇
り
を
失
っ
て
は
な
ら
な

い
。
本
書
は
「
日
本
人
を
原
点
と

す
る
こ
と
こ
そ
が
、
唯
一
の
世
界

へ
雄
飛
す
る
道
で
あ
る
」と
結
ぶ
。

７

国道愛好家
� 松波成行

「
日
本
人
論
」
の
教
科
書

びわ湖大橋米プラザ
目片清駅長

　名の通り琵琶湖大橋の西岸に位置し、

滋賀県大津市今堅田 3-1-1
国道 477 号　TEL.077-572-0504

展望台からは雄大な湖の景観を満喫できます。館
内には、新鮮な野菜や湖魚の佃煮、近江米と地酒、
近江牛などを取り揃えた直売所、近江の特産品を
味わってもらえるレストラン、滋賀・京都の名産
品を取り揃えている売店があります。

サンエイト美都
洗川洋二店長

　地域の交流拠点、情報発信施設とし

島根県益田市美都町宇津川ロ 586-2
国道 191 号　TEL.0856-52-3644

て昨年7月にリニューアルオープンしました。特
産のゆずは中国地方有数の生産量を誇り、ゆずサ
イダー、ジュース、ぽんず、ゆべしなど様々に活
用しています。美肌の湯として評判の美都温泉が
近く、日帰り入浴の際お立ち寄りください。

しもにた
岩崎智則駅長

　世界文化遺産の荒船風穴など四季

群馬県下仁田町馬山 3766-11
国道 254 号　TEL.0274-82-5858

折々の景観と、名物のこんにゃく、冬の旬菜「下
仁田ねぎ」をお目当てのお客様が多く、神津牧
場ミルクバーのソフトクリームも人気です。町
観光協会が周辺の道路・観光情報を懇切丁寧に
ご案内しております。



2015年（平成27年）８月 第45号 2015年（平成27年）８月第45号9 8

道の駅フォーラムでもＥＶ
充電器普及促進をアピール

もちろん、設置後の維持管理もすべてイー・オアシスが担当致します。

従量電力料金相当額は日本充電インフラ㈱がご負担致します。
さらに充電課金収益の半分が電力基本料金の補てんに充てられますの
で、有料充電回数に応じて道の駅様のご負担は少なくなります。

蓄電機能や V to H 機能（EV から建物に給電する機能）付き普通充電器
の導入で「道の駅」の防災機能を強化します（すべて補助金対象機種で
す）。※　電気代ゼロプランも用意しています。

E-OASIS は道の駅の強い味方！
E-OASIS プロジェクトは長年 EV・PHV の充
電環境整備に尽力してきた充電器メーカー、
通信会社、電気工事会社などが結集した企業
アライアンスです。

E-OASIS プロジェクト賛同企業
・ニチコン株式会社
・フォーアールエナジー株式会社
・株式会社エネゲート
・株式会社友菱
・大樹環境システム株式会社
・株式会社矢花
・石川日産自動車販売株式会社
・京セラコミュニケーションシステム株式会社
・KCCS モバイルエンジニアリング株式会社
・株式会社 FEP
・株式会社日立システムズ
・株式会社ジャパンビバレッジホールディングス
・株式会社エナリス　　　　　　　　他

申し込み先：日本充電インフラ株式会社事業推進部まで
〒 105-0003　東京都港区西新橋 1-2-9 日比谷セントラルビル 14F
電話：03-5532-7264　FAX：03-5532-7274
E-MAIL：info@e-oasis.jp

募集件数：100 件
受付締切日：2015 年 8月 31 日（月）
申し込みはお早目に！

※ご好評につき第２次受付を開始します。

１．初期導入費用（消費税含）は全額弊社が負担します。

２．道の駅様のご負担は電力基本料金だけ！

３．「災害に強い道の駅」づくりに貢献します。

ならすべての「道の駅」に充電インフラが設置できます！イーオアシス

高
品
質
・
世
界
最
小

最
軽
量
！
ニ
チ
コ
ン

急
速
充
電
器

蓄
電
機
能
付
普
通
充

電
器
４
Ｒ
エ
ナ
ジ
ー

「
エ
ネ
ハ
ン
ド
」

Ｖ
to
Ｈ
機
能
付
普

通
充
電
器
ニ
チ
コ

ン
「
Ｅ
Ｖ
パ
ワ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」

E-OASISによる大規模道の駅での設置イメージ図

災害時の拠点「道の駅」を考える
医
療
も「
道
の
駅
」と
連
携

市
長
ら
３
・
11
教
訓
語
る

あ
の
時
、
遠
野
で
私
は

道
の
駅
「
遠
野
風
の
丘
」
の

果
た
し
た
役
割

国
土
緑
化
運
動
と
「
道
の
駅
」

島
国
、
日
本
の
災
害
と
暮
ら
し
／

海
と
と
も
に
生
き
る

大
規
模
災
害
時
の
医
療
に
お
い
て
、

大
事
な
こ
と
は

深
澤
光
・
岩
手
県
沿
岸
広
域
振
興
局

宮
古
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
林
務
室
長

本
田
敏
秋
・
遠
野
市
長

青
木
正
篤
・
公
益
社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進
機
構

常
務
理
事

八
尋
明
彦
・
一
般
財
団
法
人
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

審
議
役

藤
原
弘
之
・
岩
手
医
科
大
学
医
学
部

災
害
医
学
講
座
助
教

「
遠
野
風
の
丘
」
で

ミ
ニ
防
災
セ
ミ
ナ
ー

　

災
害
時
に
「
道
の
駅
」
が
果
た
す
役
割
を
考
え
災
害
へ
の
備
え

を
学
ぼ
う
と
「
ミ
ニ
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」
が
７
月
25
日
、
岩
手
県
遠

野
市
の
道
の
駅
「
遠
野
風
の
丘
」
で
開
か
れ
た
。
東
日
本
大
震
災

で
救
援
や
復
旧
の
支
援
基
地
と
な
っ
て
活
躍
し
た
貢
献
が
評
価
さ

れ
、
全
国
モ
デ
ル
「
道
の
駅
」
に
選
定
さ
れ
た
「
遠
野
風
の
丘
」。

全
国
６
カ
所
の
モ
デ
ル
駅
の
う
ち
、
防
災
で
の
選
定
は
同
駅
だ
け

で
、
意
義
深
い
セ
ミ
ナ
ー
に
な
っ
た
。
同
駅
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
人
と
道
研

究
会
が
主
催
、
国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
や
岩
手
県
な
ど
が

後
援
、
公
益
社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進
機
構
が
協
賛
し
た
。

雨の中で開かれたミニ防災セミナー

　

セ
ミ
ナ
ー
は
駐
車
場
に
隣
接
す

る
広
場
で
開
か
れ
た
が
、
当
日
は

遠
野
地
域
を
中
心
に
大
雨
洪
水
警

報
が
出
る
あ
い
に
く
の
雨
。
そ
れ

で
も
約
60
人
が
参
加
し
、
メ
モ
を

　

環
境
に
や
さ
し
い
次
世
代
自
動

車
の
普
及
に
不
可
欠
な
充
電
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
を
進
め
る
経
済
産
業

　

福
島
で
大
震
災
の
地
震
に
遭

い
、
原
発
事
故
も
あ
り
３
日
目
に

岩
手
に
帰
れ
た
。
そ
の
間
、
す
る

こ
と
も
情
報
も
な
く
、
何
が
で
き

る
か
考
え
た
。
私
は
「
薪
割
リ
ス

ト
」。
が
れ
き
の
木
材
を
使
っ
て

体
を
拭
く
湯
を
沸
か
す
な
ら
で
き

　

遠
野
は
国
道
が
４
本
通
る
交
通

の
要
衝
。
年
内
に
花
巻
か
ら
遠
野

を
経
て
釜
石
ま
で
自
動
車
専
用
道

も
開
通
す
る
。
大
震
災
で
「
命
を

つ
な
ぐ
」
道
路
整
備
は
不
可
欠
と

　

大
震
災
は
沿
岸
部
を
襲
っ
た

が
、
漁
師
の
方
々
の
多
く
は
裏
山

に
森
が
あ
っ
た
。
復
興
に
役
立
て

ら
れ
な
い
か
と
、
自
分
で
木
材
を

切
り
出
す
自
伐
林
業
を
勧
め
た
。

治
山
治
水
は
安
全
な
暮
ら
し
の
原

　

海
に
は
「
恵
み
」
と
「
脅
威
」

が
あ
る
。
恵
み
は
景
観
美
や
豊
か

な
漁
場
、
世
界
と
の
交
易
。
47
都

道
府
県
の
39
が
海
に
面
し
、
陸
地

面
積
は
世
界
61
位
だ
が
排
他
的
経

済
水
域
は
世
界
６
位
。
三
陸
沖
は

　

大
震
災
を
受
け
て
災
害
医
学
の

専
門
家
を
作
ろ
う
と
い
う
動
き
が

加
速
し
た
。
２
０
１
１
年
前
の
阪

神
淡
路
大
震
災
で
医
療
の
対
応
が

と
り
な
が
ら
真
剣
な
表
情
で
熱
心

に
講
演
に
聞
き
入
っ
た
。

　

横
殴
り
の
雨
風
が
強
く
な
る

と
、
テ
ン
ト
に
素
早
く
ビ
ニ
ー
ル

を
掛
け
る
な
ど
、
現
場
の
連
携
し

そ
う
。
薪
ボ
イ
ラ
ー
を
２
台
の
ト

ラ
ッ
ク
に
積
み
、
避
難
所
を
回
っ

た
が
水
が
な
い
な
ど
断
ら
れ
、
吉

里
吉
里
地
区
で
や
っ
と
実
現
。

　

盆
前
ま
で
５
カ
月
間
毎
日
薪
で

湯
を
沸
か
し
た
。
浴
槽
洗
い
と
が

れ
き
の
薪
集
め
は
避
難
住
民
が
手

伝
っ
て
く
れ
た
。
西
宮
か
ら
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
「
こ
の
薪
、
売
れ

ん
や
ろ
か
」。
注
文
は
50
㌧
。
毎

日
生
産
、
販
売
を
続
け
た
。
売
上

は
２
５
０
万
円
だ
が
被
災
者
に
は

生
き
が
い
対
策
と
小
遣
い
に
な
っ

た
。
痛
感
し
た
の
は
普
段
か
ら
の

交
流
や
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
と
、
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
。
あ

き
ら
め
た
ら
終
わ
り
だ
。

学
ん
だ
。
自
衛
隊
、
消
防
、
警
察
、

医
療
隊
な
ど
が
集
結
。
有
り
合
わ

せ
の
も
の
を
す
べ
て
出
し
、
１
年

間
お
に
ぎ
り
を
作
り
続
け
、
米
も

な
く
な
っ
た
が
、
全
国
の
仲
間
が

物
資
を
送
っ
て
く
れ
た
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
仲
間
の
つ
な

が
り
、
道
路
が
命
を
つ
な
い
だ
。

震
災
時
、
公
共
広
告
機
構
が
「
思

い
は
見
え
な
い
が
思
い
や
り
は
見

え
る
。
心
は
見
え
な
い
が
心
づ
か

い
は
見
え
る
」の
Ｃ
Ｍ
を
流
し
た
。

震
災
か
ら
４
年
４
カ
月
。
思
い
や

り
や
心
づ
か
い
を
道
の
駅
に
根
付

か
せ
、
地
方
の
元
気
、
復
興
の
加

速
に
つ
な
げ
た
い
。

点
だ
。
日
本
の
国
土
は
地
形
も
急

峻
だ
が
、
３
分
の
２
の
森
林
が
自

然
災
害
を
防
い
で
い
る
。

　

森
は
先
人
の
努
力
で
守
ら
れ
て

き
た
。
昭
和
の
戦
後
な
ど
荒
廃
し

た
は
げ
山
が
多
か
っ
た
。
植
林
で

今
は
緑
豊
か
だ
が
、
国
産
材
は
28

％
し
か
使
わ
れ
ず
、
高
齢
化
、
過

疎
化
で
山
が
手
入
れ
さ
れ
な
い
か

ら
自
然
災
害
に
も
つ
な
が
る
。
美

し
い
国
土
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

の
は
責
務
。
私
た
ち
は
緑
の
募
金

や
全
国
植
樹
祭
で
森
づ
く
り
を
進

め
て
お
り
、
国
民
運
動
と
し
て
の

緑
化
に
地
域
交
流
の
拠
点
「
道
の

駅
」
の
存
在
は
大
き
い
。

世
界
３
大
漁
場
の
一
つ
だ
。「
脅

威
」
は
東
日
本
大
震
災
の
津
波
な

ど
の
自
然
災
害
。
高
潮
も
危
険
で

通
常
潮
位
よ
り
３
㍍
を
超
え
室
戸

台
風
で
３
０
０
０
人
、
伊
勢
湾
台

風
で
は
５
０
０
０
人
以
上
が
犠
牲

と
な
っ
た
。

　

脅
威
を
受
け
な
が
ら
恵
み
を
享

受
す
る
例
は
英
国
に
見
ら
れ
る
。

高
潮
や
海
岸
侵
食
の
災
害
に
対
処

し
つ
つ
、
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の

景
観
美
に
あ
ふ
れ
る
海
辺
が
整
備

さ
れ
て
い
る
。
脅
威
に
対
抗
す
る

の
で
な
く
、
脅
威
を
う
ま
く
受
け

入
れ
て
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

す
る
こ
と
。
想
定
外
を
想
定
す
る

こ
と
も
そ
の
一
つ
だ
。

遅
れ
た
反
省
か
ら
の
対
策
だ
。
岩

手
県
で
は
災
害
拠
点
病
院
が
11
カ

所
あ
る
。
最
寄
り
の
病
院
を
知
っ

て
お
い
て
ほ
し
い
。
今
は
災
害
時

に
被
災
地
に
入
る
災
害
派
遣
医
療

チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）
の
隊
員
は

１
万
人
近
く
い
る
。

　

３
・
11
で
一
番
困
っ
た
の
は
情

報
が
見
え
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
治

療
や
手
術
な
ど
医
療
行
為
は
慣
れ

て
い
る
が
、
傷
病
者
が
ど
こ
に
何

人
い
る
か
、
情
報
が
な
い
と
動
け

な
い
。
医
師
は
通
信
は
素
人
。
今

は
通
信
衛
星
を
使
っ
た
情
報
収
集

も
す
る
。
遠
野
風
の
丘
で
も
情
報

交
換
し
な
が
ら
対
応
し
た
。
今
後

さ
ら
に
道
の
駅
と
の
連
携
が
重
要

に
な
っ
て
い
く
。

た
危
機
管
理
が
う
か
が
わ
れ
、
３

・
11
を
乗
り
越
え
た
道
の
駅
な
ら

で
は
の
緊
急
対
応
の
実
力
を
発

揮
。
雨
に
も
負
け
ぬ
温
か
い
空
気

が
講
演
者
と
参
加
者
を
一
体
感
で

包
ん
だ
。

　

全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
会
長

で
「
遠
野
風
の
丘
」
の
設
置
者
の

本
田
敏
秋
遠
野
市
長
は
「
全
国
モ

デ
ル
駅
に
選
定
さ
れ
た
の
は
、
道

の
駅
の
仲
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

地
域
の
絆
な
ど
支
え
が
あ
れ
ば
こ

そ
。
道
の
駅
の
機
能
を
充
実
し
、

地
域
活
性
化
や
災
害
時
の
後
方
支

援
を
き
ち
ん
と
果
た
せ
と
い
う
こ

と
と
受
け
止
め
て
い
る
。
セ
ミ
ナ

ー
を
機
に
改
め
て
道
の
駅
の
役
割

を
強
化
し
た
い
」
と
挨
拶
。

　

同
県
県
南
広
域
振
興
局
の
堀
江

淳
局
長
は
来
賓
挨
拶
で
「
大
震
災

以
来
、
県
も
広
域
的
な
防
災
拠
点

の
重
要
性
を
痛
感
し
て
お
り
、
防

災
機
能
の
強
化
に
努
め
た
い
。
特

に
道
の
駅
は
、
後
方
支
援
の
拠
点

と
し
て
発
電
機
の
設
置
や
断
水
で

も
使
え
る
ト
イ
レ
、
情
報
機
能
の

強
化
を
進
め
る
」
と
話
し
た
。

　

東
京
か
ら
の
参
加
者
も
お
り

「
大
震
災
の
教
訓
か
ら
得
た
こ
と

を
活
か
さ
な
け
れ
ば
。
脅
威
や
被

害
を
段
々
忘
れ
て
い
く
こ
と
は
絶

対
避
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」と
、

日
ご
ろ
の
防
災
へ
の
備
え
の
重
要

性
を
再
認
識
し
て
い
た
。

「
道
の
駅
に
充
電
施
設
を
」

経
産
省
訴
え
「
初
期
導
入
費
ほ
ぼ
ゼ
ロ
円
」

省
は
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

６
月
に
開
か
れ
た
「
道
の
駅
Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ
２
０
１
５
」
の
特
設
ス
テ
ー

中
宗
介
課
長
補
佐
が
「
電
気
自
動

車
（
Ｅ
Ｖ
）、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自

動
車
（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）
な
ど
次
世
代
自

動
車
の
普
及
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

成
長
を
進
め
る
日
本
再
興
戦
略
で

も
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
国
際
公

約
を
達
成
す
る
う
え
で
も
重
要
な

柱
と
な
っ
て
い
る
。
長
距
離
を
走

行
す
る
に
は
ど
う
し
て
も
道
の
駅

な
ど
途
中
で
の
充
電
が
欠
か
せ
な

い
。
道
の
駅
は
す
で
に
全
国
約
４

０
０
駅
に
急
速
充
電
器
ま
た
は
普

通
充
電
器
が
設
け
ら
れ
て
い
る

が
、
で
き
れ
ば
今
年
度
中
に
も
全

駅
に
設
置
し
、『
Ｓ
Ｏ
Ｓ
！　

ド

ラ
イ
ブ
中
に
〝
電
欠
〟
に
な
っ
た
』

と
い
う
騒
ぎ
を
回
避
し
た
い
」
と

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

財
政
難
の
国
と
し
て
は
空
前
と

い
え
る
総
額
３
０
０
億
円
の
補
助

金
予
算
を
企
業
や
個
人
向
け
も
含

め
て
用
意
し
て
お
り
、
道
の
駅
の

場
合
は
工
事
費
や
雨
除
け
屋
根
な

ど
の
保
護
施
設
も
含
め
、
初
期
導

入
経
費
ほ
ぼ
ゼ
ロ
円
で
充
電
イ
ン

フ
ラ
設
置
が
可
能
に
な
る
、
と
映

像
も
使
っ
て
説
明
し
た
。

　

田
中
補
佐
は
「
道
の
駅
を
重
視

す
る
の
は
、
交
通
結
節
点
と
し
て

地
域
の
核
に
な
っ
て
い
る
だ
け
で

な
く
、
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割

も
期
待
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
大

災
害
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
が

断
た
れ
て
も
バ
ッ
テ
リ
ー
で
し
ば

ら
く
動
け
る
し
、
電
気
の
復
旧
は

比
較
的
早
い
。
Ｐ
Ｈ
Ｖ
な
ら
車
か

ら
施
設
へ
の
給
電
も
で
き
る
」と
、

道
の
駅
に
お
け
る
充
電
イ
ン
フ
ラ

の
役
割
を
高
く
評
価
し
た
。

　

補
助
金
申
請
窓
口
に
な
っ
て
い

る
一
般
社
団
法
人
次
世
代
自
動
車

振
興
セ
ン
タ
ー
の
有
光
大
副
事
務

局
長
も
「
現
在
は
急
速
充
電
で
も

満
タ
ン
状
態
に
す
る
ま
で
30
分
程

度
は
か
か
る
。
そ
の
間
に
食
事
し

た
り
休
憩
で
き
る
道
の
駅
は
利
用

者
に
と
っ
て
も
好
都
合
。
道
の
駅

側
も
、
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
だ
し
、

ほ
と
ん
ど
の
方
が
買
い
物
な
ど
を

し
て
く
れ
る
か
ら
と
、
充
電
料
金

を
徴
収
し
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
。

充
電
イ
ン
フ
ラ
は
新
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
に
も
な
る
は
ず
。
12
月
ま
で
に

ぜ
ひ
申
し
込
み
を
」
と
道
の
駅
の

申
し
込
み
を
呼
び
か
け
た
。

　

補
助
制
度
の
問
い
合
わ
せ
は

「
充
電
イ
ン
フ
ラ
補
助
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
」（
03
︱
５
５
０
１
︱
４

４
１
５
）。

ジ
で
ミ
ニ
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開

催
、
道
の
駅
へ

の
早
急
な
充
電

イ
ン
フ
ラ
設
置

は
有
意
義
で
重

要
と
、
道
の
駅

関
係
者
、
来
場

者
に
協
力
を
訴

え
た
。

　

ミ
ニ
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
、
同

省
製
造
産
業
局

自
動
車
課
の
田

道の駅 EXPO2015

太良
池田幸人たらふく館店長

　多良岳材を使用して建設された『た

佐賀県藤太良町伊福甲3488-2
国道207号　TEL.0954-67-9117

らふく館』は、木の香りが漂う特産品販売所です。
「たらみかん」など多良岳の自然が育てた山の幸
がお買い得です。「竹崎かに」「竹崎カキ」など有
明海の新鮮な魚介類で、バーベキュー感覚で味わ
うこともできます。

芸能とトキの里
東富有駅長

　佐渡島唯一の道の駅です。日本百景の

新潟県佐渡市吾潟 1839-1
県道 65 号　TEL.0259-23-5000

一つ加茂湖畔にあり「芸術」に親しめる道の駅を
目指し、佐渡風景水彩画や各国を代表する画家の
作品を展示する国際美術館を設置。至る所に佐渡
の骨董品・民芸品も並べられ、アートな雰囲気を
漂わせています。周辺に見学可能な農業施設多数。

宿場町ひらふく
濱田剛駅長

　昔、因幡街道随一の宿場町として栄

兵庫県佐用町平福 988-1
国道 373 号　TEL.0790-83-2373

えたところで、今もその面影を残す白壁の土蔵群
が並ぶ町並みや、宮本武蔵初決闘の場所があり、
ぶらり街歩きを楽しめます。佐用名物「しかコロッ
ケ」や、「こんにゃくミックスソフト」など一風
変わったB級グルメも味わってみてください。

シルクウェイにちはら
豊田文雄駅長

　清流日本一の高津川沿いにあり、島根

島根県津和野町池村 1997-4
国道 9号線　TEL.0856-74-2045

県最高峰の安蔵寺山を遠望できるゆったり空間が
魅力です。駅名の絹は往時の基幹産業でした。鮎
やワサビ、新鮮な野菜が人気。公認コースのグラ
ウンドゴルフ場が隣接し、夏はカヌーなどの水遊
び、冬はオシドリなど野鳥観察が楽しめます。

ゆ～ぱるのじり
木脇一弘支配人

　宿泊、大浴場、宴会、レストラン、物

宮崎県小林市野尻町三ヶ野山 4347-1
国道 268 号線　TEL.0984-44-2210

産館を備えた多目的型の道の駅で、地域の人々に
も愛されています。レストランでは小林のご当地
グルメ、チョウザメにぎり膳が大好評で、特産品
は春がめろめろメロン、秋は葡萄や梨などの旬の
物やゴボウソフトクリームがお勧めです。

豊根グリーンポート宮嶋
鵜飼究駅長

　愛知県内の道の駅第1号で、今年4月、

愛知県豊根村坂宇場宮ノ嶋 29-3
国道 151 号　TEL.0536-87-2009

全面リニューアルオープンしました。近くの茶臼
山高原にある芝桜の丘をイメージして滑らかな曲
線を取り入れた外観です。観光協会を併設して地
域の様々な旬情報を発信し、地元野菜等の販売、
郷土料理の提供に努めております。



2015年（平成27年）８月第45号

　武
部
建
一
さ
ん
と
い
っ
て
も
ほ

と
ん
ど
の
方
は
ご
存
じ
な
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
氏
は
建
設
省
や
日

本
道
路
公
団
（
当
時
）
で
高
速
道

路
な
ど
の
計
画
・
建
設
に
た
ず
さ

わ
っ
て
き
た
技
術
者
で
す
。
同
じ

よ
う
な
経
歴
の
技
術
者
は
大
勢
い

る
の
に
氏
を
紹
介
す
る
の
は
、
道

路
と
歴
史
の
関
係
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
と
研
究
し
て
来
ら
れ
た
内
容

を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

き
、
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
か
ら

な
の
で
す
。

　そ
の
昔
、
大
和
朝
廷
が
律
令
に

よ
る
政
治
を
始
め
た
と
き
、
全
国

に
東
山
道
・
山
陽
道
な
ど
、
七
つ

の
官
道
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の

官
道
は
、
か
つ
て
は
大
し
た
道
路

で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の

で
す
が
、
今
日
で
は
直
線
性
に
す

ぐ
れ
、
幅
員
も
９
～
12
㍍
も
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
現
在
の
高
速
道
路
と
位
置
的

に
も
重
な
る
こ
と
を
発
見
し
た
の

が
武
部
さ
ん
な
の
で
す
。

　中
央
高
速
道
路
建
設
の
時
の
経

験
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま

す
。｢

（
当
時
の
）
高
速
道
路
の

技
術
者
は
、
誰
も
昔
の
駅
路
と
同

じ
場
所
を
（
高
速
道
路
が
）
通
っ

て
い
る
な
ど
知
る
由
も
な
か
っ

た
」｢

古
代
も
現
代
も
、
最
も
早

く
通
り
た
い
道
筋
を
選
ん
だ
の
で

あ
る
。
そ
れ
が
ぴ
っ
た
り
重
な
っ

た
、
ま
さ
に
必
然
の
結
果
で
あ

る
。」（｢

道
路
の
日
本
史
」
中
公

新
書
）

　山
ま
た
山
と
い
う
地
形
の
わ
が

国
で
は
、
た
と
え
ば
名
古
屋
か
ら

東
に
海
道
以
外
の
ル
ー
ト
を
探
そ

う
と
す
れ
ば
、木
曽
谷
に
入
る
か
、

少
し
先
の
伊
那
谷
を
通
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
国
道
19
号
も
、
Ｊ
Ｒ

中
央
本
線
も
木
曽
谷
に
あ
り
、
中

央
高
速
道
路
も
木
曽
谷
か
ら
伊
那

谷
に
抜
け
る
よ
う
に
立
地
し
て
い

ま
す
。

　直
線
性
を
重
視
す
る
高
速
道
路

が
官
道
と
重
な
る
よ
う
に
ル
ー
ト

を
選
ん
だ
の
は
、
国
土
の
特
徴
か

ら
や
む
を
得
な
か
っ
た
の
で
す
。

氏
は
こ
れ
以
外
に
も
道
路
の
歴
史

に
つ
い
て
多
く
の
業
績
を
上
げ
て

お
ら
れ
ま
す
が
、｢

道
路
ほ
ど
そ

の
国
の
歴
史
を
反
映
し
て
い
る
存

在
は
な
い
」
と
記
し
た
先
の
新
書

を
上
梓
し
て
ま
も
な
く
亡
く
な
ら

れ
ま
し
た
。
偉
大
な
先
人
に
深
甚

な
る
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
紹
介

し
ま
し
た
。

追
悼
・
武
部
建
一
さ
ん

舗装表面に太陽光の近赤外線を跳ね返す遮熱材…路面温度を下げる

　筑
後
川
は
坂
東
太
郎
（
利
根

川
）、
四
国
三
郎
（
吉
野
川
）
と

共
に
、
筑
紫
次
郎
と
い
わ
れ
、
日

本
三
大
大
暴
れ
川
と
し
て
治
水
に

悩
ま
さ
れ
て
き
た
川
で
あ
る
。
下

流
域
は
「
み
ど
り
の
里
・
耳
納
風

景
街
道
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
ち

ょ
っ
と
足
を
伸
ば
す
と
、
上
流
部

に
も
い
く
つ
か
見
所
が
あ
る
。
例

え
ば
、
う
き
は
市
か
ら
筑
後
街
道

に
沿
っ
て
上
流
に
向
か
う
と
、
玖

珠
町
北
山
田
の
あ
た
り
に
、
ち
ょ

る
と
知
ら
せ
を
受
け
た
正
高
が
、

馳
せ
参
じ
た
時
に
は
既
に
遅
く
、

ご
遺
体
を
引
き
上
げ
る
と
、
手
厚

く
お
祀
り
し
た
と
い
う
。

　故
事
に
由
来
す
る
お
祭
り
や
関

連
す
る
物
語
も
い
く
つ
か
あ
る
。

一
途
な
女
性
と
浅
は
か
な
男
の
物

語
。
セ
レ
ブ
で
世
間
知
ら
ず
の
お

嬢
様
と
百
戦
錬
磨
の
イ
ケ
メ
ン
だ

が
ち
ょ
っ
ぴ
り
さ
み
し
が
り
屋
の

男
の
物
語
か
。
こ
れ
を
忘
れ
な
い

地
元
の
人
々
は
素
晴
ら
し
い
。
時

を
超
え
て
今
な
お
語
り
継
が
れ

る
。　筑

後
街
道
を
さ
ら
に
上
っ
て
い

く
と
、
大
分
県
と
の
県
境
に
近
い

九
重
町
野
上
樫
原
に
辿
り
着
く
。

九
州
一
帯
に
は
石
造
り
の
伝
統
文

化
が
あ
り
、
ア
ー
チ
型
の
石
橋
が

い
く
つ
も
あ
る
。
大
分
県
山
都
町

の
通
潤
橋
は
有
名
で
あ
る
が
、
こ

ん
な
山
奥
に
も
石
造
り
ア
ー
チ
型

橋
＝
写
真
下
、
樫
原
の
通
水
橋
＝

の
伝
統
文
化
が
息
づ
い
て
い
る
。

　筑
後
川
下
流
域
の
「
み
ど
り
の

里
」
が
、
み
ど
り
で
あ
る
た
め
の

水
は
、
そ
れ
を
50
㌔
㍍
以
上
の
上

流
に
求
め
て
い
る
。
筑
後
川
は
氾

濫
を
繰
り
返
す
暴
れ
川
だ
が
、
山

地
の
傾
斜
部
や
河
岸
段
丘
上
部
の

農
業
の
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な

上
流
か
ら
延
々
と
水
を
引
き
、
そ

の
灌
漑
用
水
路
を
、
地
元
の
人
々

が
長
い
間
守
り
続
け
て
い
る
。
地

域
に
残
さ
れ
た
石
造
り
の
橋
の
文

化
も
目
を
引
く
が
、
下
流
で
暮
ら

す
人
々
の
た
め
に
、
上
流
の
住
民

が
こ
の
用
水
路
を
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
に
も
感
動
を
覚
え
る
。

　ど
う
と
言
う
こ
と
は
な
い
、
小

さ
な
橋
で
あ
る
。
た
だ
石
で
組
み

上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
が
目

を
引
い
た
。
覗
い
て
み
る
と
幅
も

狭
く
単
な
る
浅
い
溝
で
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
こ
に
は
滔
々
と
水
が
流

れ
て
い
た
。

　田
園
風
景
は
、
四
季
折
々
の
様

相
を
私
た
ち
に
見
せ
て
く
れ
る

が
、
そ
れ
は
、
そ
こ
だ
け
の
植
物

で
形
作
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
植
物
を
維
持
し
成
長
さ
せ
て

い
る
水
を
、
丁
寧
に
守
っ
て
い
る

仕
組
み
が
あ
る
こ
と
に
も
心
寄
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
域
、
生

活
圏
、
社
会
を
越
え
た
繋
が
り
が

あ
る
と
感
じ
た
。

横
浜
商
科
大
学
商
学
部
貿
易
・
観
光
学
科

�
小
濱
哲
教
授

　真
夏
に
開
催
さ
れ
る
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
の
夏
に
不
慣

れ
な
外
国
人
へ
の
有
効
な
酷
暑
対
策
と
し
て
会
場
は

じ
め
周
辺
道
路
で
よ
り
安
全
、
快
適
な
環
境
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　一
般
社
団
法
人
日
本
道
路
建
設
業
協
会
は
こ
の
ほ

ど
、
わ
が
国
が
す
ぐ
に
も
提
供
で
き
、
世
界
に
誇
れ

る
最
先
端
の
道
路
舗
装
技
術
を
ま
と
め
、資
料
集『
世

界
の
方
々
へ
足
元
か
ら
の
お
も
て
な
し
』
を
発
行
し

ま
し
た
。

　資
料
集
は
「
概
説
」
で
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
急
速

に
進
ん
だ
前
回
五
輪
か
ら
半
世
紀
以
上
経
過
し
た
東

京
と
周
辺
で
、「
世
界
一
安
心
・
安
全
な
都
市
」
の

政
府
目
標
を
達
成
す
る
に
は
さ
ら
な
る
課
題
解
決
が

必
要
と
指
摘
。
環
境
、
安
全
、
景
観
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
へ
の
配
慮
な
ど
舗
装
技
術
の
内
容
、
施

行
例
な
ど
を
車
道
系
と
歩
道
系
に
分
け
て
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　酷
暑
対
策
を
見
る
と
、
舗
装
表
面
に
太
陽
光
の
近

赤
外
線
を
跳
ね
返
す
遮
熱
材
を
か
ぶ
せ
て
路
面
温
度

を
10
度
以
上
低
減
で
き
る
「
遮
熱
性
舗
装
」（
カ
ッ

ト
参
照
）、
舗
装
内
に
水
分
を
保
持
し
て
打
ち
水
の

よ
う
に
水
分
蒸
発
で
路
面
温
度
を
下
げ
る
「
保
水
性

舗
装
」
な
ど
多
様
な
実
例
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　国
土
交
通
省
も
今
夏
か
ら
、
マ
ラ
ソ
ン
の
瀬
古
利

彦
さ
ん
ら
を
委
員
と
す
る
「
ア
ス
リ
ー
ト
・
観
客
に

や
さ
し
い
道
の
検
討
会
」
提
言
を
受
け
、
路
面
温
度

上
昇
を
抑
え
る
舗
装
な
ど
を
実
証
実
験
す
る
予
定
で

す
。
協
会
と
し
て
も
全
面
協
力
し
、
快
適
五
輪
の
実

現
に
最
大
限
努
め
る
こ
と
を
会
員
各
社
と
申
し
合
わ

せ
て
い
ま
す
。

来日外国人に「おもてなし」舗装資料集

っ
と
し
た
滝
（
瀬
）
＝
写
真
上
＝

が
あ
る
。
つ
い
見
落
と
し
が
ち
な

小
さ
な
滝
で
あ
る
が
、
悲
恋
の
物

語
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

　時
は
平
安
時
代
、
醍
醐
天
皇
の

孫
に
あ
た
る
小
松
女
院
と
、
清
少

納
言
の
兄
、
清
原
正
高
が
恋
に
落

ち
る
。
天
皇
の
孫
娘
と
宮
仕
え
の

官
吏
で
は
身
分
が
合
わ
な
い
。
天

皇
の
耳
に
入
る
と
、
正
高
は
筑
後

の
こ
の
地
に
左
遷
さ
れ
、
小
松
女

み
ど
り
の
里
・
耳
納
風
景
街
道

田
園
風
景
に
水
を
守
る
仕
組
み

10

院
は
幽
閉
さ
れ
る
。
燃
え
あ
が
っ

た
の
は
天
皇
の
孫
娘
の
方
で
、
侍

女
を
引
き
連
れ
こ
っ
そ
り
と
宮
中

を
抜
け
出
す
と
、
は
る
ば
る
都
か

ら
こ
の
地
に
追
っ
て
き
た
。

　よ
う
よ
う
来
て
み
る
と
、
正
高

は
既
に
郡
吏
の
娘
婿
と
な
っ
て
お

り
、
子
宝
に
も
恵
ま
れ
幸
せ
な
日

々
を
過
ご
し
て
い
た
。
絶
望
し
た

姫
は
、
侍
女
と
共
に
こ
の
滝
に
身

を
投
げ
て
し
ま
う
。
小
松
女
院
現

一般社団法人　日本道路建設業協会

「クール舗装研」のホームページより

とみざわ
若林辰司所長

　巨大な竹の子のモニュメントが、皆様

山梨県南部町福士 28507-1
国道 52 号　TEL.0556-66-2260

をお迎えいたします。富士川沿いの緑豊かな渓谷
に立地しており、地元特産の筍・お茶・生姜・里
芋等が好評です。筍饅頭・小麦まんじゅうはお土
産に最適です、４月中旬に開催されます「たけの
こ祭り」や５月上旬の新茶はとても人気です。

霧島
新中幸博支配人

　霧島錦江湾国立公園の中にあって、標

鹿児島県霧島市霧島田口 2583-22
国道 223 号　TEL.0995 － 57 － 171

高670ｍ、特に眺望の良い所です。見渡す霧島連
山や錦江湾に浮かぶ桜島の大パノラマは絶景です。
館内では霧島の黒豚料理や、健康食品としても注
目される自家栽培のブルーベリー製品の他、焼酎
やさつま揚げなど県内の特産品を揃えています。

清流茶屋かわはら
田中昌彦駅長

　「縁結びステーション」と呼ばれ、「御

鳥取市河原町高福 837
国道 53 号線　TEL.0858-85-5331

縁樹」「癒やし蒲」、不思議なエピソードをもつ「大
国主命兎と八上姫兎の石像」など恋愛成就や良縁
祈願スポットがあり、「日本初の恋物語ストラッ
プ」等縁結びアイテムも豊富です。地元特産品、
新鮮農産物の直売所も魅力いっぱいです。
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　筆
者
は
宮
城
県
中
小
企
業
診
断

協
会
の
調
査
メ
ン
バ
ー
の
一
人
。

平
成
25
～
26
年
度
、
中
山
間
地
域

で
過
疎
法
の
指
定
地
域
に
あ
る
４

つ
の
道
の
駅
の
経
営
内
容
を
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と

し
て
成
立
さ
せ
る「
成
功
の
法
則
」

を
調
査
し
た
。
経
営
を
企
業
診
断

の
手
法
で
調
査
し
、
成
功
に
つ
な

駅
」
の
駅
長
も
、
道
の
駅
の
直
売

所
に
出
入
り
す
る
生
産
農
家
の
出

身
で
、
大
崎
市
議
会
の
初
代
議
長

を
務
め
た
人
。
経
営
知
識
と
地
域

へ
の
熱
い
情
熱
を
持
っ
て
運
営
し

て
い
る
。
両
者
と
も
道
の
駅
の
設

置
者
で
あ
る
地
元
市
町
村
が
責
任

を
持
っ
て
人
選
し
た
。

　商
業
活
動
で
は
、
強
力
な
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
下
に
経
営
の
柔
軟
性
を

確
保
し
て
、
周
辺
環
境
の
変
化
に

伴
い
自
ら
柔
軟
に
変
わ
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
国
道
に
並
行
す
る

高
速
道
路
の
開
通
に
伴
い
、
顧
客

が
通
過
型
か
ら
目
的
型
に
変
化
し

た
の
に
、
大
胆
な
サ
ー
ビ
ス
見
直

し
が
な
い
道
の
駅
が
あ
っ
た
。

　そ
の
駅
で
は
各
事
業
部
門
を
構

成
す
る
事
業
者
が
事
業
協
同
組
合

を
作
り
、
駅
長
は
各
部
門
代
表
が

持
ち
回
り
で
就
任
す
る
方
式
。
事

業
ご
と
の
仕
切
り
の
変
更
や
新
し

が
る
共
通
の
活
動
や
問
題
抽
出
で

成
功
の
法
則
を
導
い
た
。

　道
の
駅
は
行
政
と
民
間
が
寄
り

添
っ
て
創
り
育
て
る
。
行
政
と
民

間
の
優
れ
た
点
を
寄
せ
合
い
、
過

疎
化
の
著
し
い
中
山
間
で
も
事
業

が
成
功
で
き
る
の
が
道
の
駅
。
半

面
、
道
の
駅
立
ち
上
げ
ま
で
は
熱

心
で
も
、
運
営
で
は
運
営
者
に
丸

投
げ
の
自
治
体
も
多
少
見
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
は
、
補
助

金
頼
み
で
身
の
丈
に
合
わ
な
い
過

大
投
資
が
行
わ
れ
当
初
か
ら
赤
字

体
質
で
運
営
す
る
こ
と
が
多
い
。

　道
の
駅
は
、
設
置
者
で
あ
る
市

町
村
、
第
３
セ
ク
タ
ー
な
ど
の
運

営
組
織
、
道
路
管
理
者
、
調
達
先

の
農
家
や
加
工
品
製
造
者
、
顧
客

ら
多
数
の
関
係
者
が
存
在
し
、
駐

車
場
・
ト
イ
レ
な
ど
の
公
共
サ
ー

ビ
ス
や
農
産
物
直
売
所
、
ス
タ
ー

商
品
の
店
舗
な
ど
と
の
連
携
効
果

を
生
む
こ
と
で
成
長
す
る
。

　こ
の
複
雑
な
関
係
を
、
戦
略
性

を
も
っ
て
地
域
の
利
益
に
つ
な
げ

る
に
は
、
高
度
な
経
営
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
各
部
門
に
実
行
さ
せ
る
統

治
力
が
必
要
。
高
度
な
経
営
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
は
、
道
の
駅
を
取
り
巻

く
地
域
資
源
や
人
材
を
熟
知
し
、

何
が
地
域
の
利
益
に
な
る
か
を
理

解
し
、
地
方
創
生
に
情
熱
を
燃
や

す
人
だ
。

　栃
木
県
の
道
の
駅
「
も
て
ぎ
」

は
、
地
域
活
性
化
に
情
熱
を
持
っ

た
若
者
を
、
流
通
業
の
プ
ロ
の
下

で
支
配
人
と
し
て
教
育
し
た
。
宮

城
県
の
「
あ
・
ら
・
伊
達
な
道
の

11

い
取
り
組
み
の
導
入
な
ど
で
合
意

し
に
く
く
、
俊
敏
に
舵
を
切
る
の

が
難
し
い
組
織
。
部
門
別
の
売
り

上
げ
情
報
も
共
有
さ
れ
ず
、
経
営

は
戦
略
性
が
乏
し
か
っ
た
。

　ガ
バ
ナ
ン
ス
の
好
事
例
で
「
も

て
ぎ
」
は
、
町
長
が
道
の
駅
の
経

営
を
熟
知
し
、
自
ら
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
。「
あ
・
ら
・
伊
達

な
道
の
駅
」
は
、
市
長
と
の
強
い

信
頼
関
係
の
下
に
多
く
を
任
さ
れ

た
駅
長
が
、
関
係
者
の
人
望
を
集

め
て
統
治
力
を
確
保
し
て
い
る
。

行
政
が
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
確
保
に
責

任
を
持
っ
て
い
る
点
は
共
通
だ
。

　道
の
駅
は
、
生
産
者
と
の
関
わ

り
や
新
産
業
の
掘
り
起
こ
し
な
ど

で
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
資
源
が
経

営
資
源
と
な
り
得
る
た
め
、
駅
の

運
営
者
が
そ
れ
ら
に
関
わ
れ
る
よ

う
、
市
町
村
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
確
保
が
重
要
に
な
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
　◇

　連
載
で
は
、
協
会
の
調
査
に
筆

者
の
見
聞
も
加
え
成
功
の
法
則
を

探
る
。
新
た
な
道
の
駅
を
立
ち
上

げ
る
関
係
者
に
は
成
功
へ
の
足
が

か
り
、
既
存
の
道
の
駅
で
悩
む
経

営
者
に
は
経
営
改
善
の
ヒ
ン
ト
に

な
れ
ば
と
願
う
。

�

（
中
小
企
業
診
断
士

　
牧
哲
史
）

ゆふいん
高田敏和駅長

　全国第2位の豊富な温泉湧出量と自然豊か

大分県由布市湯布院町川北 899-76
国道 210 号 / 県道 216 号　TEL�0977-84-5551

な緑、雄大な由布岳に囲まれ、大分自動車道ゆふいん IC
の目の前です。おススメは、御食事処岳庵の「おおいた
冠地鶏」を使った和風鉄板オムライスや由布院の温泉水
で茹で上げた釜揚げうどん。お土産物は、由布高校生が
企画した由布幸大福や新鮮な農産物があります。

せせらぎの里こうら
平田泰浩駅長

　田園の真ん中にあり、春夏は緑、秋

滋賀県甲良町金屋 1549-4
国道 307 号　TEL.�0749-38-2744

は紅葉、冬は雪景色を楽しめます。せせらぎ遊園
の町の呼び名にふさわしく水の綺麗な町で育つお
米、季節の新鮮野菜や果物を販売しております。
４月から運営が指定管理に代わり季節のソフトク
リームや新商品の開発にも取り組んでいます。

はにゅう
上野忠大駅長

　夕暮れ時に赤く染まる利根川や日光

埼玉県羽生市上新郷 7066
国道 122 号　TEL.048-560-1010

連山が美しい。地元生産者が持ち寄る新鮮な野菜
や果物はもちろん、園芸品、金魚やメダカ、地元
で作られたうどん、そば、種類が豊富なせんべい
などの販売も行う。地元産食材を使った食堂が完
備している。観光情報も提供している。

「道の駅」続々オープン
■道の駅「京丹波�味夢の里」
　京都の南北をつなぐ京都縦貫自動車道の全線開
通に伴い丹波ＰＡに併設して「京丹波 味夢の里」

（京都府京丹波町曽根深シノ 65）が 7 月 18 日、
オープンした。
　京丹波の新しい玄関口として京都縦貫自動車道
で唯一、食事や買い物が楽しめる。駅名の由来の
特産丹波栗や丹波黒（黒豆）はじめ、丹波大納言
小豆、丹波マツタケ、水菜、鮎などが目玉。八坂
神社御田祭、京たんば夏まつり、京丹波 食の祭典、
新そばまつりなど、豊かな自然に育まれた京丹波
の観光・イベントの情報発信拠点になる。

■道の駅「アグリパーク竜王」

　滋賀県 19 カ所目の道の駅「アグリパーク竜王」
（竜王町山之上 6526）が 6 月 6 日オープン、開
駅式があった。
　1995 年、サクランボや梨など季節のくだもの
狩りを中心に開園し、年間 30 万人が訪れる人気
施設になっているが、道の駅の要件を満たして 4
月に登録が決まった。
　今後さらに駐車場スペースを拡充し、防災施設
としての役割も担う。

地
域
へ
の
情
熱
必
要

強
力
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
下
に
経
営
の
柔
軟
性
確
保

　中
小
企
業
診
断
士
が
道
の
駅
の
経
営
を
見
た
ら
ど
ん
な
問
題
点

が
浮
か
ぶ
か
。
優
れ
た
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
「
道
の
駅
」
の
事

例
を
調
査
し
た
国
交
省
職
員
の
中
小
企
業
診
断
士
が
、
次
回
号
か

ら
連
載
す
る
「『
道
の
駅
』
診
断
」
の
予
告
編
で
あ
る
。

！　　中小企業診断士が見る
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　「
健
寿
の
駅
」
と
い
う
言
葉
を

初
め
て
耳
に
し
た
の
は
、
縁
あ
っ

て
芝
浦
工
業
大
学
に
勤
め
て
す
ぐ

の
４
年
半
前
で
あ
っ
た
。
健
康
寿

命
を
延
伸
す
る
「
健
寿
の
駅
」
の

社
会
実
験
を
東
京
都
多
摩
地
区
で

実
施
す
る
の
で
、
そ
の
研
究
メ
ン

バ
ー
に
入
っ
て
欲
し
い
と
の
同
大

学
の
岡
村
宏
先
生
か
ら
の
要
請
で

あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
の
少
子
高
齢

化
・
人
口
減
少
時
代
、
医
療
、
介

護
等
社
会
保
障
費
の
増
大
が
懸
念

さ
れ
、
健
康
寿
命
を
延
伸
す
る
こ

と
で
若
い
世
代
に
過
剰
な
負
担
を

か
け
る
こ
と
な
く
社
会
保
障
費
削

減
に
貢
献
で
き
る
身
近
な
施
策
が

必
要
不
可
欠
、
と
考
え
て
い
た
の

で
参
加
す
る
こ
と
に
し
た
。

　75
歳
で
毎
日
歩
け
る
人
は
、
そ

う
で
な
い
人
に
比
べ
て
健
康
を
維

持
で
き
る
確
率
が
高
く
、
終
末
医

療
等
を
含
め
て
医
療
費
の
大
幅
削

減
に
つ
な
が
る
、
と
の
デ
ー
タ
が

あ
る
。
高
齢
者
が
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル

な
健
康
測
定
機
器
を
装
着
し
歩

き
、
日
々
の
歩
行
数
と
脈
、
血
圧

等
の
関
係
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク

し
、
健
康
相
談
や
診
断
を
受
け
る

こ
と
が
出
来
る
拠
点
に
、
と
の
構

想
が
「
健
寿
の
駅
」
で
、「
道
の
駅
」

を
活
用
し
て
推
進
し

よ
う
と
の
目
論
み
で

あ
る
。

　２
０
２
０
年
の
基

礎
的
財
政
収
支
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

バ
ラ
ン
ス
黒
字
化
の
財
政
健
全
化

計
画
が
策
定
さ
れ
た
今
日
「
健

寿
の
駅
」
の
促
進
が
期
待
さ
れ

る
。「
コ
ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」、
交
流
連
携
が
可
能
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
も
と
交
流
人
口
を

促
進
し
つ
つ
、
交
流
人
口
に
も
た

れ
過
ぎ
る
こ
と
な
く
定
住
人
口
を

確
保
し
、
定
住
す
る
老
若
男
女
が

安
全
・
安
心
し
て
歩
い
て
暮
ら
せ

る
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　現
下
の
最
重
要
課
題
で
あ
る

「
地
方
創
生
」
の
拠
点
と
し
て
「
道

の
駅
」
を
活
用
す
る
際
、「
医
住

近
接
」
の
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か

ら
「
健
寿
の
駅
」
が
検
討
さ
れ
、

併
せ
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
無
電
柱

化
等
に
よ
り
「
健
寿
の
駅｣

に

至
る
、
安
心
し
て
歩
け
る
道
の
整

備
促
進
が
望
ま
れ
る
。

30

「
健
寿
の
道
」
の
す
す
め

　緑
化
活
動
に
対
す
る
道
の
駅
利

用
者
の
関
心
の
度
合
い
で
は
、『
非

常
に
関
心
が
あ
る
』
と
回
答
し
た

人
は
33
・
８
％
、『
や
や
関
心
が

あ
る
』
と
い
う
人
は
56
・
９
％
。

合
計
で
９
割
以
上
の
人
が
緑
化
活

動
に
関
心
を
示
し
て
る
。

　半
面
、
緑
化
活
動
に
参
加
し
た

経
験
に
つ
い
て
は
、『
参
加
し
た

こ
と
が
あ
る
』
と
回
答
し
た
人
は

39
・
４
％
で
、
４
割
以
下
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

　実
際
に
ど
の
よ
う
な
活
動
に
参

加
し
た
の
か
。『
植
林
・
植
樹
』

関
係
の
活
動
と
答
え
た
人
が
最
も

多
く
、
次
い
で
『
花
壇
づ
く
り
、

花
苗
の
植
え
付
け
』
　『草
む
し
り

・
ゴ
ミ
拾
い
』
と
続
き
、
緑
化
活

動
と
美
化
活
動
を
一
体
の
も
の
と

考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　道
の
駅
で
緑
化
に
関
連
し
た
催

し
物
を
実
施
す
る
こ
と
へ
の
関
心

に
つ
い
て
は
、『
ぜ
ひ
参
加
し
た

い
』
22
・
５
％
、『
参
加
し
た
い
』

36
・
９
％
で
、
合
わ
せ
て
６
割
の

人
が
参
加
を
希
望
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

　催
し
物
の
内
容
と
し
て
は
『
苗

木
の
無
料
配
布
、
苗
木
の
販
売
』

の
イ
ベ
ン
ト
を
希
望
す
る
人
が
最

も
多
か
っ
た
が
、『
実
際
に
山
を

見
て
歩
き
、
学
習
し
て
現
状
を
知

ら
せ
る
た
め
の
学
習
会
が
あ
る
と

い
い
（
男
性
・
70
歳
）』
と
い
う

声
や
『
地
球
規
模
で
実
情
や
必
要

性
、
対
策
の
紹
介
（
男
性
53
歳
）』

な
ど
、
勉
強
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
望
む
声
も
多
か
っ
た
。

　道
の
駅
に
お
け
る
緑
化
活
動
は

『
緑
の
募
金
箱
』
と
い
う
形
で
、

す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
。し
か
し
、

関
心
の
高
さ
の
一
方
で
、
実
際
の

募
金
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
緑
の

募
金
箱
を
『
見
か
け
た
こ
と
が
あ

る
』
が
15
・
６
％
、『
見
か
け
た

こ
と
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
』

が
38
・
８
％
。
実
際
に
募
金
し
た

人
は
14
・
４
％
に
す
ぎ
ず
、
道
の

駅
利
用
者
に
十
分
に
認
知
さ
れ
て

い
な
い
と
い
え
る
。

　『
そ
の
土
地
に
合
わ
せ
た
木
々

を
、
住
民
の
人
を
交
え
て
道
の
駅

を
中
心
に
緑
を
植
え
た
ら
い
い
と

思
い
ま
す
。（
男
性
・
65
歳
）』
と

い
う
意
見
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、「
道
の
駅
」、「
地
域
住
民
」、「
道

の
駅
利
用
者
」
の
緑
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
実
現
の
可
能
性
を
示
唆

す
る
声
も
あ
る
。

　自
然
と
う
ま
く
共
生
し
て
き
た

先
人
の
遺
産
で
あ
る「
鎮
守
の
森
」

は
祭
り
の
場
で
あ
り
、
人
の
集
う

場
で
あ
り
、
災
害
時
の
避
難
場
所

で
も
あ
っ
た
。

　「
休
憩
機
能
」、「
情
報
提
供
機

能
」、「
地
域
連
携
機
能
」、
さ
ら

に
は
「
防
災
機
能
」、「
地
方
創
生

の
拠
点
」
と
、
数
々
の
機
能
を
備

え
た
道
の
駅
。「
現
代
版
・
鎮
守

の
森
」
と
し
て
、
新
た
な
進
化
が

期
待
さ
れ
る
。

非常に関心がある

やや関心がある

どちらともいえない

関心がない

0.0% 15.0% 30.0% 45.0% 60.0%

1.3%

8.1%

56.9%

33.8%
道の駅利用者の緑化活動への関心

海と共に生きる 四季を通じて海辺を楽しむ　海の持つ保養効果を活かして 
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芝浦工業大学工学マネジメント研究科客員教授
谷口博昭

９
割
以
上
「
関
心
あ
る
」

緑
化
活
動

　
道
の
駅
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

さんわ 182 ステーション
前原幸宏支配人

　標高約500ｍの高原に位置する自然

広島県神石高原町坂瀬川 5146-2
国道 182 号　TEL. 0847-85-2550

豊かな道の駅です。昼夜の寒暖差が大きく、地元
の産直市では米、野菜が美味しいと大人気。隣接
する自然食レストランは地元野菜、加工品を使っ
たバイキングで毎日大賑わいです。コンビニも併
設しお客様に喜んで頂いております。

青雲橋
工藤鉄平駅長

　水面から137ｍ、東洋一の高さを誇

宮崎県日之影町七折 8705-12
国道 218 号　TEL.0982-87-2491

り町のシンボルになっているアーチ橋「青雲橋」
のたもとにある駅です。売店では名産の栗と柚子
の商品や田舎団子などを多く揃えています。２階
レストランメニューは男性客が多いことに配慮し
てボリューム満点です！　Facebookを覗いて。

越前
松田年弘駅長

　新たな情報発信基地として昨年オープ

福井県越前町厨 71-335-1
国道 305 号　TEL.0778-37-2360

ンし、室内プールの「アクティブハウス越前」、絶
景温泉の「露天風呂漁火」、「越前がにミュージアム」
をはじめ、観光案内所も併設。新鮮な魚介類を使用
した定食が味わえるレストランや、町内の特産品を
集めたアンテナショップもある新人気スポット！

　本
紙
は
公
益
社
団
法
人
緑
化
推
進
機
構
と
連
携
し
、
道
の
駅

に
「
緑
の
募
金
箱
付
き
新
聞
ラ
ッ
ク
」
の
導
入
を
進
め
て
い
る
。

改
め
て
道
の
駅
利
用
者
に
第
44
号
で
緑
化
活
動
に
つ
い
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
、
緑
化
に
関
す
る
道
の
駅
利
用
者
の

関
心
は
極
め
て
高
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
同
推
進
機
構
は
「
さ

ら
に
募
金
に
協
力
を
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

楽しい植樹

　夏
本
番
、
と
言
え
ば
海
水
浴
。
海
水
浴
が
始
ま
る
ま

で
日
本
人
に
と
っ
て
海
は
生
活
の
糧
の
場
で
も
行
楽
の

対
象
で
は
な
か
っ
た
。海
水
浴
は
１
８
０
０
年
代
後
半
、

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
欧
州
か
ら
伝
わ
っ
た
。

　欧
州
最
古
は
１
７
４
０
年
に
開
か
れ
た
英
国
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
東
部
、
北
海
沿
岸
の
ス
カ
ー
バ
ラ
の
海
水
浴
場

で
、
海
水
や
海
風
が
健
康
に
良
い
と
さ
れ
保
養
の
場
だ

っ
た
。
英
国
で
は
現
在
も
宿
泊
旅
行
の
３
割
は
海
辺
に

向
か
い
、
４
泊
以
上
家
族
と
ホ
テ
ル
で
過
ご
す
。
通
年

で
訪
れ
、潮
風
に
吹
か
れ
て
ボ
ー
っ
と
水
平
線
を
眺
め
、

潮
騒
に
耳
を
傾
け
、
潮
の
薫
り
を
嗅
い
だ
り
。
英
国
庶

民
に
と
っ
て
海
辺
は
依
然
保
養
地
で
あ
る
。

　我
が
国
で
は
横
浜
・
富
岡
海
岸
に
最
初
の
海
水
浴
場

が
開
か
れ
た
。
そ
の
後
大
磯
に
本
格
的
な
海
水
浴
場
が

作
ら
れ
海
水
浴
ブ
ー
ム
が
到
来
。
初
期
の
海
水
浴
は
英

国
同
様
、
医
療
行
為
の
要
素
が
強
か
っ
た
が
、
富
国
強

兵
の
進
展
を
背
景
に
水
練
が
行
わ
れ
、
海
水
を
浴
び
る

こ
と
と
泳
ぐ
こ
と
が
一
体
化
し
た
。
昨
今
は「
海
の
家
」

が
で
き
、
ウ
イ

ン
ド
サ
ー
フ
ィ

ン
や
水
上
バ
イ

ク
な
ど
様
々
に

楽
し
ま
れ
て
い

る
。　日

本
人
は
海

と
直
接
触
れ
る

楽
し
み
方
が
ほ

と
ん
ど
で
、
夏

場
の
一
時
期
に
限
ら
れ
る
。
英
国
人
の
よ
う
に
通
年
で

海
の
自
然
美
を
感
受
し
、
心
身
が
癒
さ
れ
る
楽
し
み
方

を
提
供
で
き
な
い
か
。
ヒ
ン
ト
は
「
海
辺
の
空
間
」
に

あ
る
。
日
本
三
景
は
宮
城
・
松
島
／
京
都
・
天
橋
立
／

広
島
・
宮
島
で
、
全
て
海
辺
の
風
景
だ
。

　我
が
国
の
海
辺
は
、
海
と
市
街
地
の
間
に
高
い
防
潮

堤
、
そ
の
直
背
後
に
道
路
が
あ
り
、
海
へ
の
ア
ク
セ
ス

や
眺
望
を
阻
害
し
て
い
る
所
が
多
い
。
海
辺
は
防
護
す

べ
き
場
所
、
交
通
の
通
過
場
所
、
と
い
う
意
識
が
あ
る

か
ら
だ
。

　海
辺
は
癒
し
空
間
と
い
う
認
識
の
下
で
、
市
街
地
か

ら
海
へ
の
歩
行
や
、
海
の
視
界
を
意
識
し
た
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ス
ケ
ー
ル
に
よ
る
空
間
を
整
備
す
れ
ば
、
四
季
を
通

じ
て
ゆ
っ
た
り
と
海
を
楽
し
め
る
の
で
は
な
い
か
。
我

々
技
術
者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
る
。（
一
般
財
団
法
人

沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

　八
尋
明
彦
）

北海を眺める老夫婦
（英国・クローマー桟橋背後）
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　日
本
最
大
級
の
電
気
自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
）
イ
ベ
ン
ト
「
ジ
ャ
パ
ン

Ｅ
Ｖ
ラ
リ
ー
白
馬
２
０
１
５
」
が

７
月
、
長
野
県
白
馬
村
で
開
か

れ
、
参
加
車
67
台
、
試
乗
車
18
台

な
ど
計
85
台
の
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動

車
）、
Ｐ
Ｈ
Ｖ(

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
）
が
集
結
し

た
。
Ｅ
Ｖ
・
Ｐ
Ｈ
Ｖ
へ
の
理
解
を

深
め
、
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
目
的
で
昨
年
始
ま
り
今
回
が
２

回
目
。

　Ｅ
Ｖ
ラ
リ
ー
は
、
ス
ピ
ー
ド
を

競
う
の
で
は
な
く
「
集
合
・
離
散
」

と
い
う
ラ
リ
ー
本
来
の
意
味
に
還

り
、
全
国
各
地
か
ら
ゴ
ー
ル
の
開

催
地
を
目
指
し
、
白
馬
の
自
然
や

観
光
名
所
を
満
喫
し
な
が
ら
車
を

走
ら
せ
た
。

　２
日
目
に
は
、
ラ
リ
ー
参
加
車

今回訪れた「道の駅」に関するアンケート 『道の駅に関するアンケート』回答用紙
Ｑ１．あなたが今回訪れてこの新聞を入手した「道の駅」名をお答え

　下さい。

　a)（　　　　　） 県　　b)（ 駅名　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ２．今回、当「道の駅」にどなたと一緒にいらっしゃいましたか？

　また、ご自分を含めて何人でいらっしゃいましたか？

　①一人で ②家族と (　　　人 ) ③友人と (　　　人 ) 

　④仕事仲間と (　　　人 ) ⑤その他 (　　　人 )

Ｑ３．当「道の駅」までの交通手段と所要時間をお書き下さい。

　交通手段： ①マイカー ②公共交通機関 ③徒歩

  ④その他〔所要時間：　　分〕

Ｑ４．今回、当「道の駅」を訪れた目的をお答え下さい。（複数可）

　①観光旅行中 ( 日帰りを含む ) の立ち寄り　②仕事中の立ち寄り

　③観光の目的地として　④日常の買い物

　⑤当「道の駅」開催イベントへの参加

　⑥地元の地域交流活動への参加　⑦その他（　　）

Ｑ５．当「道の駅」で、気に入られた点は何ですか？（複数可）よろ

　しければ（　）内に具体的にお書き下さい。

　①職員の対応（　　）②設備（　　　）

　③地元の人との関わり方（　　　　）④販売商品（　　　）

　⑤その他（　　　　　）

Ｑ６．当「道の駅」で、どのような点を改善すべきと思われますか？

　（複数可）　よろしければ（　）内に具体的にお書き下さい。

　①職員の対応（　　　　）②設備（　　　　　）

　③地元の人との関わり方（　　　　　　　）

　④販売商品（　　　　　）⑤その他（　　　　　　　）

Ｑ１：a)（　　　　　） 県　　b)（ 駅名　　　　　　　　　　　）
Ｑ２：①　②（　　人）　③ （　　人） ④ （　　人）⑤（　　人）
Ｑ３：①　　　②　　　③　　　④　　　〔　　　　　分〕
Ｑ４：①　　②　　③　　④　　　⑤　　⑥　　⑦（　　　　）
Ｑ５：①（                                                                    ）
　　　②（                                                                    ）
　　　③（                                                                     ）
　　　④（                                                                     ）
　　　⑤（                                                                     ）
Ｑ６：①（                                                                    ）
　　　②（                                                                    ）
　　　③（                                                                     ）
　　　④（                                                                     ）
　　　⑤（                                                                     ）
フリガナ　：　　　　　　　　　　　　
お　名　前：　
郵便番号〒：
ご　住　所：
お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）
性　　　別：　　男　　　女
年　　　齢：　　歳
ご　職　業：
通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

　
ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う

と
、
毎
号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な

ど
に
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の

み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締切
は 平 成 27 年 10 月 31 日。
宛先は、〒 102-0075 東京
都千代田区三番町７－１朝
日三番町プラザ　ＮＰＯ法
人 人と道研究会

ご回答方法

と
試
乗
車
が
隊
列
を
組
ん
で
村
内

を
巡
る
「
Ｅ
Ｖ
パ
レ
ー
ド
」
も
開

催
＝
写
真
。
主
催
者
の
日
本
Ｅ
Ｖ

ク
ラ
ブ
舘
内
端
代
表
は
「
日
本
Ｅ

Ｖ
ク
ラ
ブ
で
は
Ｅ
Ｖ
で
の
素
敵
な

旅
を
『
素
敵
・
旅
コ
ン
テ
ス
ト
』

と
し
て
表
彰
。
そ
の
１
部
門
と
し

て
『
道
の
駅
』
充
電
の
旅
・
賞
を

設
け
、
道
の
駅
で
の
充
電
の
楽
し

さ
、
便
利
さ
を
分
か
ち
合
お
う
と

素敵な出会いと発見の時間

石川日産自動車販売ＥＶ課
結城佳菜子

　石
川
県
に
は
２
０
１
４
年
度
末
で

８
５
０
台
、
北
陸
３
県
で
約
２
０
０

０
台
以
上
の
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）

が
走
っ
て
お
り
、
各
市
町
村
も
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
観
光
振
興
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
県
内
に
23
あ
る

道
の
駅
の
う
ち
15
年
７
月
時
点
で
充

電
器
を
設
置
し
て
い
る
の
は
10
カ
所

な
の
で
、
初
期
導
入
費
不
要
ス
キ
ー

ム
を
紹
介
す
る
な
ど
、
県
内
や
北
陸

3
県
全
駅
へ
の
充
電
イ
ン
フ
ラ
設
置

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　金
沢
市
は
北
陸
新
幹
線
開
業
以

来
、
外
国
人
も
含
め
て
大
勢
の
観
光

客
が
訪
れ
、
街
中
は
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
な
ど
で
観
光
で
き
ま
す
。し
か
し
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
「
ま
れ
」
の
舞
台
、

輪
島
へ
は
電
車
、
バ
ス
、
レ
ン
タ
カ

ー
で
し
か
行
か
れ
ま
せ
ん
。

　人
口
３
万
人
弱
の
輪
島
市
で
は
Ｅ

Ｖ
で
の
来
訪
者
受
け
入
れ
の
た
め
真

っ
先
に
充
電
イ
ン
フ
ラ
の
導
入
を
決

め
、
道
の
駅
や
観
光
施
設
に
11
カ
所

も
の
急
速
充
電
器
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ま
で
は
、「
電
欠
」
が
怖
く
て
Ｅ

Ｖ
で
ド
ラ
イ
ブ
で
き
な
か
っ
た
「
能

登
」
へ
も
道
の
駅
な
ど
に
急
速
充
電

器
が
増
え
た
お
か
げ
で
安
心
し
て

ド
ラ
イ
ブ
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　「
航
続
距
離
が
問
題
」
と
い
わ

れ
続
け
た
Ｅ
Ｖ
で
す
が
、
急
速
充

電
器
の
普
及
で
問
題
は
ほ
と
ん
ど

解
消
し
て
お
り
、
時
間
も
お
金
も

気
に
し
な
い
自
由
気
ま
ま
な
「
一

般
道
・
各
駅
停
車
の
旅
」
の
愛
好

者
が
今
後
ど
ん
ど
ん
増
え
る
と
期

待
し
ま
す
。
都
会
と
地
方
の
交
流

が
活
発
に
な
れ
ば
自
然
に
人
々
の

■
お
知
ら
せ

　
「
道
の
駅
へ
の
期
待
」
は
第
２
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
道
の
駅
に
対
し
、「
わ
が
社
は
道
の

駅
で
こ
ん
な
事
業
を
展
開
し
た
い
」「
道
の
駅
を
こ
ん
な
風
に
使
っ
て
は
」
な
ど
の
ア
ピ

ー
ル
を
、
主
に
企
業
や
各
種
団
体
な
ど
に
提
案
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
そ
の
会
社

な
ど
を
代
表
し
て
、“
個
人
”
の
考
え
を
ベ
ー
ス
に
持
論
を
展
開
し
て
も
ら
い
ま
す
。
掲

載
希
望
の
会
社
や
団
体
は
、
本
紙
編
集
部
（info@

route-press21st.jp

）
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

13

長
野
で
Ｅ
Ｖ
ラ
リ
ー

電
気
自
動
車
を
身
近
に

つ
な
が
り
も
生

ま
れ
、
地
域
の

持
つ
素
晴
ら
し

さ
が
都
会
に
も

伝
わ
る
と
思
い

ま
す
。

　Ｅ
Ｖ
に
と
っ

て
「
道
の
駅
」

ほ
ど
相
応
し
い

パ
ー
ト
ナ
ー
は

あ
り
ま
せ
ん
。
道
の
駅
な
ら
充
電

の
時
間
を
「
退
屈
な
待
ち
時
間
」

か
ら
、「
素
敵
な
出
会
い
と
発
見

の
時
間
」
に
変
え
て
く
れ
る
か
ら

で
す
。

　日
ご
ろ
見
落
と
し
が
ち
な
風
景

を
の
ん
び
り
と
Ｅ
Ｖ
で
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。
道
の
駅
で
ご
当
地
な
ら

で
は
の
自
然
食
材
を
食
べ
「
ロ
ハ

ス
」
と
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」
な
石

川
県
を
満
喫
し
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

おんねゆ温泉
菅原武美会長

　特産木材をふんだんに使って温もり

北海道北見市留辺蘂町松山１- ４
国道 39 号　TEL.0157-45-3373

溢れる建物の駅です。広い敷地に様々な木工製品
を取り揃えた物産館を始め、世界最大級のハト・
からくり時計塔や木製遊具遊園地、滝や氷の独特
展示で話題の水族館など多様な施設があり、幅広
い世代の方々に楽しんでいただけます。

庄川
櫻野晃三店長

　四季折々の景観が楽しめる庄川峡、

富山県砺波市庄川町示野 437
国道 156 号    TEL.0763-82-7779

庄川温泉郷に囲まれ、世界遺産五箇山から金沢、
岐阜への分岐点にも便利です。庄川水系で育った
新鮮野菜、山菜、鮎、ゆず、米などを豊富に取り
揃えるとともに、地域とのコミュニケーション、
観光資源磨きあげなどに力を入れています。

にのみや
柴山和之駅長

　真岡市は日本一のいちご生産地ですの

栃木県真岡市久下田 2204-1
国道 294 号　TEL. 0285-73-1110

で、時期により朝採り生食いちごの直販、いちご
摘みや試食会があり「プレミアムとちおとめロー
ルケーキ」など独自のいちごスウィーツも味わえ
ます。二宮尊徳ゆかりの地でもあり、「尊徳物産館」
の味噌、純米酒、最中など尊徳グッズも好評です。

白
馬
に
85
台
集
結

考
え
て
い
る
」
と
話
し
て
い
る
。
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　道の駅や道路などに関する様々
なご意見、お考えをお寄せくださ
い。ハガキの宛先は、〒 102-0075 
東京都千代田区三番町 7-1 朝日三
番町プラザ NPO 法人「人と道研
究会」。電子メールは、dokusya@
route-press21st.jp 宛 て。 写 真、
カットの投稿も歓迎。採用分には
記念品をお送りします。

◆お便り募集

☆
ツ
バ
メ
子
育
て
中

　京
都
府
京
丹
波
町
の
道
の
駅

「
和
（
な
ご
み
）」
で
は
、
た
く
さ

ん
の
ツ
バ
メ
が
ト
イ
レ
内
の
屋
根

に
20
も
30
も
巣
を
つ
く
っ
て
子
育

て
中
で
し
た
。
ツ
バ
メ
た
ち
が
ト

イ
レ
の
中
か
ら
自
由
に
出
入
り

し
、
安
心
し
て
飛
び
回
っ
て
い
る

よ
う
す
に
感
動
！
（
奈
良
県
生
駒

市

　無
職
男
性
・
78
歳
）

☆
万
葉
の
ロ
マ
ン
が

　和
歌
山
県
の
道
の
駅
「
紀
ノ
川

万
葉
の
里
」
に
し
ば
し
ば
立
ち
寄

り
ま
す
。「
ル
ー
ト
プ
レ
ス
」
で

連
載
し
て
い
る
万
葉
集
を
愛
読
し

て
い
ま
す
が
、
こ
こ
は
当
地
に
関

係
し
て
い
る
万
葉
集
の
歌
の
数
々

を
パ
ネ
ル
で
展
示
し
て
い
ま
す
の

で
、
と
て
も
興
味
深
く
て
勉
強
に

な
り
、
つ
い
時
間
を
忘
れ
て
立
ち

尽
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。
古
代

の
紀
ノ
川
も
い
ま
同
様
に
雄
大

で
滔
々
と
流
れ
て
い
た
の
だ
ろ

う
、
そ
の
背
後
に
連
な
る
か
な
た

の
山
並
み
も
変
わ
ら
な
い
に
違
い

な
い
。
周
り
の
風
景
を
眺
め
て
い

る
と
、
万
葉
の
世
界
の
ロ
マ
ン
が

目
の
前
に
広
が
っ
て
く
る
よ
う
で

す
。（
大
阪
府
河
内
長
野
市

　無

職
男
性
・
59
歳
）

☆
駅
長
に
魅
せ
ら
れ

　昨
年
秋
の
こ
と
で
す
が
、
群
馬

県
の
道
の
駅
「
く
ら
ぶ
ち
小
栗
の

里
」
か
ら
見
え
る
す
ば
ら
し
い
景

色
を
楽
し
ん
で
い
る
と
き
、
駅
長

さ
ん
か
ら
山
の
名
前
、
土
地
の
悲

話
な
ど
を
う
か
が
っ
て
い
る
う
ち

一
気
に
ほ
れ
込
ん
で
し
ま
い
、
今

年
５
月
に
再
訪
。
今
度
は
近
く
の

相
間
川
温
泉
に
泊
ま
り
、
悲
話
の

主
、
幕
末
の
製
鉄
所
建
設
な
ど
日

本
の
近
代
化
に
尽
く
し
た
の
に
汚

名
を
着
せ
ら
れ
処
刑
さ
れ
た
小
栗

上
野
介
公
の
墓
参
り
を
し
、
ご
当

地
人
気
NO
１
の
銘
菓
小
栗
最
中
を

味
わ
い
ま
し
た
。（
茨
城
県
ひ
た

ち
な
か
市

　無
職
男
性
・
68
歳
）

☆
待
っ
た
価
値
あ
り

　道
の
駅
の
ラ
ン
チ
待
ち
時
間

（
な
、
な
ん
と
１
時
間
）
中
に
初

め
て
「
ル
ー
ト
プ
レ
ス
」
を
手
に

と
り
ま
し
た
が
、
非
常
に
興
味
深

い
内
容
で
、
待
ち
時
間
を
活
用
し

す
み
か
ら
す
み
ま
で
じ
っ
く
り
拝

読
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
家

族
と
道
の
駅
に
よ
く
出
向
き
ま
す

の
で
、
今
後
は
か
な
ら
ず
読
み
ま

す
ね
。
ち
な
み
に
、
１
時
間
待
っ

て
も
満
足
で
き
た
道
の
駅
の
ラ
ン

チ
は
、
鹿
児
島
県
「
す
え
よ
し
」

の
品
数
豊
富
な
バ
イ
キ
ン
グ
ラ
ン

チ
で
し
た
。（
宮
崎
市

　会
社
員

男
性
・
47
歳
）

☆
防
災
機
能
に
期
待

　仙
台
で
開
か
れ
た
国
連
防
災
世

界
会
議
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
、
道
の
駅
が
防
災
に
役
立
っ

て
い
る
こ
と
を
世
界
へ
発
信
し
た

そ
う
で
す
が
、
私
に
は
そ
う
し
た

認
識
が
な
か
っ
た
の
で
驚
き
で
し

た
。
近
い
将
来
、
日
本
の
あ
ち
こ

ち
で
巨
大
地
震
が
起
き
る
と
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
道
の

駅
の
防
災
機
能
に
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
道
の
駅
は
、
元
気
が

な
い
地
方
を
発
展
さ
せ
る
町
お
こ

し
力
も
強
い
の
で
す
か
ら
。（
三

重
県
桑
名
市

　会
社
員
男
性
・
54

歳
）

☆
誇
り
の
オ
ア
シ
ス

　国
連
の
パ
グ
リ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ

ム
開
催
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
日
本
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
大
賞

受
賞
も
重
ね
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
全
国
で
年
間
２
億
１

千
万
人
と
い
う
道
の
駅
購
買
者
の

一
人
と
し
て
、
誇
ら
し
く
思
い
ま

す
（
笑
）。
こ
れ
か
ら
も
我
々
の

オ
ア
シ
ス
と
し
て
、
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。（
愛
媛
県
西
予
市

　会
社
員
女
性
・
28
歳
）

☆
道
の
駅
巡
り
効
果

　今
年
も
春
か
ら
夫
と
ふ
た
り
で

道
の
駅
め
ぐ
り
を
再
開
し
ま
し
た

が
、
私
た
ち
の
冬
眠
中
に
あ
れ
よ

あ
れ
よ
、
県
内
で
４
駅
も
新
し
い

道
の
駅
が
誕
生
し
て
い
ま
し
た
。

夫
と
休
み
を
合
わ
せ
、
ス
マ
ホ
や

車
の
ナ
ビ
を
フ
ル
活
用
し
て
ま
だ

行
っ
た
事
の
な
い
所
を
ド
ラ
イ
ブ

し
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
年
代

の
ご
夫
婦
を
見
る
に
つ
け
、
や
は

り
道
の
駅
め
ぐ
り
し
て
る
の
か

な
ぁ
、
と
夫
。
新
鮮
な
野
菜
、
手

づ
く
り
の
工
芸
品
、
ス
ウ
ィ
ー
ツ

等
楽
し
み
は
つ
き
ま
せ
ん
が
、
道

の
駅
め
ぐ
り
の
一
番
の
効
果
は

「
明
日
も
元
気
に
道
の
駅
に
行
け

る
よ
う
、
今
日
も
仕
事
が
ん
ば
ろ

う
」
と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
て
く

れ
る
事
で
し
ょ
う
か
。（
福
島
県

伊
達
市

　会
社
員
女
性
・
56
歳
）

☆
道
の
駅
が
懐
し
い

　大
阪
へ
嫁
い
で
６
年
に
な
り
ま

す
。
電
車
や
バ
ス
が
便
利
な
の
で

日
常
生
活
は
便
利
で
す
が
、
時
間

に
関
係
な
く
フ
ラ
ッ
と
出
か
け
ら

れ
る
車
が
な
い
の
で
少
し
淋
し

く
、
Ｇ
Ｗ
に
愛
媛
県
の
実
家
へ
里

帰
り
し
た
際
、
久
し
ぶ
り
に
車
を

運
転
し
て
道
の
駅
に
行
き
、
新
鮮

な
野
菜
や
果
物
の
直
売
に
ワ
ク
ワ

ク
し
ま
し
た
。
独
身
時
代
は
週
末

や
休
日
に
な
る
と
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
で
道
の
駅
を
回
っ
た
り
温
泉

に
入
っ
た
り
し
た
こ
と
も
思
い
出

し
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
セ
ン
チ
に
な
り

ま
し
た
が
。（
大
阪
市

　パ
ー
ト

主
婦
・
34
歳
）

☆
道
内
駅
再
走
破
へ

　平
成
18
年
に
北
海
道
の
道
の
駅

を
全
部
走
破
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
も
増
え
現
在
１
１
５
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ま
た
挑
戦
し
ま
す
。
来

年
か
ら
３
年
く
ら
い
か
け
て
回
ろ

う
と
思
い
ま
す
。（
北
海
道
函
館

市

　主
婦
・
61
歳
）

☆
読
者
の
声
に
同
感

　「
読
者
の
声
」
を
毎
号
楽
し
く

読
ん
で
い
ま
す
。
私
の
両
親
も
道

の
駅
め
ぐ
り
が
大
好
き
な
の
で
、

読
者
に
同
じ
よ
う
な
方
が
た
く
さ

ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
が
わ
か

り
、
う
れ
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

（
岡
山
市

　主
婦
・
49
歳
）
　

☆
な
ぜ
道
の
駅
な
い

　仕
事
で
水
戸
へ
行
く
こ
と
が
多

く
な
り
ま
し
た
が
、
国
道
６
号
に

は
休
み
た
く
な
っ
て
も
適
当
な
と

こ
ろ
が
な
く
、
コ
ン
ビ
ニ
で
ガ
ム

を
１
個
買
っ
て
一
息
入
れ
た
り
し

て
い
ま
す
。
90
㌔
も
あ
る
の
に
、

道
の
駅
が
一
つ
も
な
い
の
は
な
ぜ

な
ん
だ
ろ
う
と
、
思
え
ば
思
う
ほ

ど
悲
し
く
な
り
ま
す
。
道
の
駅
な

ら
休
憩
だ
け
で
は
な
く
お
店
の

人
々
な
ど
と
の
ふ
れ
あ
い
も
で
き

る
の
に
。（
福
島
県
い
わ
き
市

　

会
社
員
女
性
・
50
歳
）

☆
道
の
駅
名
説
明
を

　ド
ラ
イ
ブ
中
、
以
前
は
ト
イ
レ

探
し
に
大
変
苦
労
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
が
、
道
の
駅
が
充
実
し

て
き
て
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま

す
。
で
も
、
地
域
と
あ
ま
り
関
係

な
さ
そ
う
な
名
前
の
道
の
駅
を
見

て
、
違
和
感
を
持
つ
こ
と
が
時
々

あ
り
ま
す
。
道
の
駅
は
地
域
の
顔

な
の
で
す
か
ら
、
名
前
は
で
き
る

だ
け
由
来
な
ど
を
説
明
し
て
い
た

だ
け
る
と
、
地
域
外
か
ら
の
訪
問

者
も
親
し
め
旅
の
思
い
出
に
な
る

と
思
い
ま
す
。（
山
口
市

　会
社

員
女
性
・
30
歳
）

☆
「
道
カ
ー
ド
」
ぜ
ひ

　「ル
ー
ト
プ
レ
ス
」
44
号
の
「
道

の
駅
点
描
」
で
、
道
路
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
記
載
し

た
「
道
カ
ー
ド
」
発
行
を
提
案
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
賛

成
で
す
。
道
の
駅
で
販
売
す
れ
ば

き
っ
と
、
購
入
し
て
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
す
る
人
が
増
え
る
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。そ
れ
ぞ
れ
の「
道
カ
ー

ド
」
に
は
、
地
元
の
特
産
品
や
工

芸
品
を
写
真
な
ど
で
紹
介
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
地

元
の
人
の
描
く
絵
を
載
せ
る
と
、

保
存
し
た
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

（
茨
城
県
日
立
市

　パ
ー
ト
職
女

性
・
64
歳
）

☆
充
電
心
配
な
い
県

　私
の
住
む
山
形
県
で
は
、
す
べ

て
の
道
の
駅
に
電
気
自
動
車
用
の

充
電
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
い
ま
が
旬
の
さ
く
ら
ん
ぼ

を
求
め
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の

人
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

電
気
自
動
車
で
お
越
し
に
な
ら
れ

て
も
心
配
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ど
う

ぞ
。（
山
形
県
村
山
市

　農
業
男

性
・
48
歳
）

　君
待
つ
と

　我
が
恋
ひ
居
れ
ば

　我
が
宿
の

　す
だ
れ
動
か
し

秋
の
風
吹
く
（
巻
四
・
四
八
八
番
）

　今
に
も
恋
し
い
あ
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
、
と
待
ち
焦こ

が

れ
て

い
る
と
、
人
が
訪
れ
る
先
触
れ
の
よ
う
に
、
我
が
家
の
簾す

だ
れ

の
音

が
し
た
の
で
、
お
越
し
に
な
っ
た
と
喜
ん
だ
が
、
待
ち
人
で
な

　秋
の
風
が
簾
を
動
か
し
音

を
立
て
て
吹
き
過
ぎ
た
だ
け

で
、
待
ち
人
・
天
智
帝
は
来
な

い
、
と
嘆
く
額
田
女
王
の
歌
に

対
し
て
、
鏡
女
王
は
、
風
に
だ

ま
さ
れ
た
と
嘆
く
貴あ
な
た女
が

羨
う
ら
や
ま

し
い
!!

　待
っ
て
居
る
と
、
来

る
目
当
て
の
人
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
。
比
べ
て
私
に
は
、
も
う
待
つ
人
は
い
な
い
の
だ
。
と
、
よ
り

深
い
孤
独
の
悲
哀
を
吐と

露ろ

す
る
。

　こ
の
二
人
は
共
に
、天
智
帝
（
中ナ
カ
ノ
オ
オ
エ
ノ
オ
ウ
ジ

大
兄
皇
子
）
に
寵
ち
ょ
う

愛あ
い
さ
れ
た
。

先
に
鏡
女
王
が
召
さ
れ
、
後
に
額
田
女
王
が
参さ
ん

内だ
い
し
た
の
だ
が
、

鏡
女
王
に
は
す
で
に
大オ
オ
ア
マ
ノ
オ
ウ
ジ

海
人
皇
子
と
の
間
に
十ト
オ
チ
ノ
ヒ
メ
ミ
コ

市
皇
女
が
産
ま
れ

て
い
た
。
だ
の
に
、
兄
の
天
智
帝
は
、
弟
の
愛
人
で
あ
る
額
田
女

王
を
召
し
出
し
た
の
だ
。

　天
智
帝
の
愛
情
は
、
鏡
女
王
か
ら
額
田
女
王
に
移
る
な
か
で
―

―
訪
れ
な
い
こ
と
を
嘆
く
歌
と
、
も
は
や
待
つ
こ
と
の
な
い
悲
し

み
の
歌
が
詠
ま
れ
た
。

　両
者
の
現
在
の
境
遇
・
心
情
の
落
差
、
特
に
鏡
女
王
の
「
風
を

だ
に
恋
ふ
る
は
羨
し
」
の
語
句
は
、
誠
に
意
味
深
長
で
あ
る
。

　加
わ
う
る
に
両
者
に
は
、
姉
妹
で
あ
る
と
の
説
と
、
母
親
と
娘

の
関
係
で
あ
る
と
の
説
が
あ
る
。
こ
の
事
柄
を
も
考
慮
し
て
、
熟

読
玩が
ん

味み

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
万
葉
研
究
家
）

　姉
妹
な
の
か
・
母
親
と
娘
な
の
か
？

く
、
秋
の
風
が
無
情
に
も
吹
き
抜
け
て
行
っ
た
だ
け
だ
っ
た
―
―

（
ア
ヽ
風
に
ダ
マ
サ
レ
タ
!!
）

　こ
れ
は
、
額ヌ

カ
タ
ノ
ヒ
メ
オ
ホ
キ
ミ

田
女
王
が
、
天
智
天
皇
を
偲シ

ノ

び
奉
っ
た
歌
で
あ
る
。

　万
葉
集
に
は
続
い
て
、
鏡
女
王
の
歌
が
あ
る
。

　風
を
だ
に

　恋
ふ
る
は
羨ト

モ

し

　風
を
だ
に

　来コ

む
と
し
待
た
ば

　何
か
嘆
か
む
（
巻
四
・
四
八
九
番
）

　相
手
が
風
で
あ
っ
て
も
恋
い
焦
が
れ
て
待
っ
て
い
る
こ
と
は
ウ

ラ
ヤ
マ
シ
イ
よ
!!

　例た
と

え
風
の
音
で
あ
っ
て
も
、
訪
れ
る
人
が
い

て
待
つ
身
で
あ
れ
ば
、
何
の
嘆
き
が
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
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くるら戸田
永井亮介駅長

　今春オープンし、市役所支所を併設

静岡県沼津市戸田 1294-3
県道 18 号　TEL.0558-94-5151

する地域活性化センター、住民と観光客の交流創
出もめざすとともに、近隣8駅がネットワークす
る「重点道の駅」です。源泉かけ流しの日帰り入
浴施設があり、戸田の海産物や特産品などが手に
入り、駿河湾越しの富士山、夕日は絶景！

みずさわ
菅原千鶴駅長

　歴史上の人物を多く輩出した「偉人

岩手県奥州市水沢区姉体町石川原 51-3
国道 343 号　TEL.0197-26-3739

のまち」でもあり、記念館など観光情報を発信し
ています。売店のテイクアウトはゴマソフトク
リーム、おみやげ品は「手作り糀南蛮」が売り上
げNo1です。北上高地の雄大な景色を眺められ
る２Fレストランへは階段昇降機もあります。

歓遊舎ひこさん
藤川利幸所長

　霊峰英彦山の麓、モノライダーなど

福岡県添田町野田 1113-1
県道 52 号　TEL.0947-47-7039

の遊具もある公園を併設し家族で楽しめます。物
産館の農産物は「栽培管理表」を備えた添田産の
みで、安心、安全、新鮮。バイキングレストラン
も地元野菜使用「おふくろの味」がおススメです。
郷土工芸なら、土鈴「英彦山がらがら」。
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　大
学
教
育
に
は
課
題
が
多
く
あ
る
こ
と
は
良
く
指

摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
一
つ
に
学

生
自
身
に
よ
く
考
え
さ
せ
る
こ

と
、
主
体
的
に
学
ば
せ
る
こ
と

の
不
足
と
難
し
さ
が
あ
る
。
従

来
型
の
教
員
に
よ
る
一
方
的
な

講
義
だ
け
で
な
く
、
最
近
で
は

討
論
を
取
り
入
れ
た
授
業
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
よ

る
授
業
、
教
室
外
で
の
実
習
な
ど
も
多
く
試
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
が
質･

量
と
も
に
ま
だ
十
分
で

は
な
い
と
思
う
。
特
に
質
的
な
課
題
が
多
い
。

　例
え
ば
、
現
場
の
リ
ア
リ
テ
ィ
や
携
わ
る
人
々
の

思
い
な
ど
は
、
学
生
が
主
体
的
に
考
え
、
努
力
す
る

上
で
大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
が
、
こ
れ
の

共
有
は
極
め
て
難
し
い
。

　道
の
駅
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
日
々
の
課

題
へ
の
取
り
組
み
や
働
く
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
学
生
が
現
実
的
問
題
へ
直
面

す
る
こ
と
が
大
い
に
期
待
で
き
効
果
が
大
き
い
で
あ

ろ
う
。
学
生
の
学
び
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
自
体
の

地
域
連
携
の
場
と
し
て
も
魅
力
的
で
あ
る
。
道
の
駅

は
地
域
の
課
題
解
決
の
最
前
線
で
あ
り
、
分
野
横
断

的
総
合
的
な
地
域
連
携
の
実
践
と
研
究
の
場
と
し
て

価
値
が
高
い
。

　大
学
側
の
事
情
の
み
書
き
連
ね
て
き
た
が
、
道
の

駅
側
か
ら
も
学
生
の
若
い
視
点
、
斬
新
な
発
想
を
期

待
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
し
、
教
員
の
有
す
る
専
門
的

知
識
も
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
道
の
駅
―

大
学
連
携
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
費
用
負
担
の
問

題
、
道
の
駅
の
人
的
負
担
の
問
題
な
ど
解
決
す
べ
き

課
題
は
多
数
あ
ろ
う
が
、
実
践
を
通
し
て
解
決
し
て

い
き
た
い
。

筑
波
大
学
社
会
工
学
域
教
授

日
本
み
ち
研
究
所
理
事
長

石
田
東
生

大
学
連
携
へ
の
期
待

15

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

希
望
商
品
名
の
ほ
か
、
①
氏
名
②
郵
便
番
号
・
住

所
③
電
話
番
号
④
性
別
⑤
職
業
⑥
年
齢
⑦
趣
味
⑧

新
聞
の
入
手
場
所
⑨
関
心
を
持
っ
た
記
事
⑩
感

想
・
意
見
を
1
枚
の
は
が
き
に
記
入
し
、
〒
１
０

２
―
０
０
７
５
東
京
都
千
代
田
区
三
番
町
７
―
１ 

朝
日
三
番
町
プ
ラ
ザ

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
人
と
道
研
究
会

へ
。10
月
31
日(

土)

必
着
。発
送
を
発
表
に
か
え
、

個
人
情
報
は
応
募
作
業
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
の
ご

案
内
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

提供：（株）クエスト

問題作成　寺崎美保子
http://zeropage.jp

　クロスワード　人と道パスル

★ヨコの鍵

★
タ
テ
の
鍵

１

　糸
＋
瓜
＝
？

２

　ひ
と
り
ぼ
っ
ち
な
の

３

　素
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん

４

　カ
メ
を
英
語
で
い
う
と
？

５

　挽
回
は
名
誉
、
返
上
は
？

６

　和
歌
山
県
の
あ
た
り
、
か
つ
て
は
？

８

　ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
も
ア
ッ
プ
ル
も

10

　歪
ん
だ
カ
タ
チ
を
し
て
い
ま
す

12

　葛
飾
北
齋
、
安
藤
広
重
と
い
え
ば
？

13

　コ
レ
が
あ
る
か
ら
、
期
待
に
こ
た
え
よ
う

14

　一
寸
法
師
の
武
器
と
い
え
ば
？

15

　○
○
の
功
名

16

　渋
滞
な
い
か
、
情
報
を
カ
ー
ナ
ビ
で
調
べ
る

18

　歌
、
下
手
な
ん
で
す

20

　快
適
、
快
適
、
良
い
と
こ
ろ

21

　ベ
ト
ナ
ム
の
首
都
と
え
い
ば
？

22

　花
は
コ
レ
に
生
け
ま
す

23

　優
秀
な
ド
ク
タ
ー
さ
ま

24

　傾
斜
の
あ
る
道
と
い
え
ば
？

26

　大
切
な
家
財
は
コ
コ
に
保
存
し
て
お
こ
う

１　コレに乗って空の散歩してみたい
５　岸から遠く離れています
７　引き分け
８　宛先○○○で郵便物が戻ってくる
９　カラオケで持ったら、離さないぞ！
11　野球用語。全力で走れ！
13　まるで絹のよう
15　プロポーズで申込み
17　二つ折りをさらに二つ折り
19　成人男性なのに、女性のようなボイス？？？
21　育って、大きくなっています
22　コレのない勝負には最初から挑まない
24　⇔右脳
25　芝居などのラストデー
27　潮干狩りで入手したい
28　パビリオンが集結

　文
明
や
歴
史
は
道
路
と
と
も
に
あ
る
。

　古
代
ロ
ー
マ
帝
国
の
栄
耀
栄
華
は
、「
全
て
の
道
は
ロ
ー
マ
に

通
じ
る
」
の
一
語
に
凝
集
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
農

耕
に
早
く
か
ら
馬
が
使
わ
れ
、道
路
交
通
に
は
馬
車
が
使
わ
れ
た
。

こ
の
た
め
広
い
石
畳
道
路
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
き
た
。

　こ
れ
に
比
し
て
、
日
本
で
は
、
農
耕
は
人
力
に
頼
り
、
牛
馬
に

よ
る
耕
作
は
明
治
以
降
に
な
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ

た
。
道
路
交
通
も
「
人
が
歩
く
」
こ
と
が
基
本
で
、
馬
車
の
た
め

の
道
と
い
う
発
想
は
な
か
っ
た
。

　豊
臣
秀
吉
が
明
智
と
の
決
戦
で
、「
中
国
大
返
し
」
と
い
う
作

戦
を
取
っ
た
こ
と
は
有
名
だ
が
、
そ
こ
で
も
兵
士
は
、
山
陽
道
を

馬
と
共
に
昼
夜
を
分
か
た
ず
「
走
っ
た
」
の
で
あ
る
。
そ
ん
な
日

本
の
道
路
。
そ
こ
に
は
日
本
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　本
書
は
、
道
路
行
政
に
携
わ
り
、
道
路
の
歴
史
を
研
究
し
て
き

た
著
者
の
古
代
か
ら
現
代
に
至
る
道
路
の
変
遷
、
文
明
と
の
か
か

わ
り
を
解
き
明
か
し
た
労
作
だ
。

　紀
元
前
に
す
で
に
古
代
ロ
ー
マ
や
中
国
の
秦
で
は
、
巨
大
な
道

路
網
が
作
ら
れ
て
い
た
。
日
本
で
は
、
魏
志
倭
人
伝
に
次
の
よ
う

に
書
か
れ
て
い
た
。

　「土
地
は
険
し
く
深
林
多
く
、
道
路
は
禽
鹿
の
径
の
如
し
」
と
。

つ
ま
り
、
獣
道
み
た
い
な
道
路
し
か
な
か
っ
た
わ
け
だ
。
古
代
律

令
制
国
家
が
成
立
し
「
七
駅
道
路
」
と
称
さ
れ
る
道
路
網
が
作
ら

れ
る
。
こ
の
古
代
道
路
は
、
現
代
の
高
速
道
路
の
総
延
長
と
路
線

構
成
に
お
い
て
大
き
な
類
似
点
が
あ
る
と
著
者
が
指
摘
す
る
。

　日
本
の
中
世
に
あ
っ
て
は
、
道
路
は
主
と
し
て
軍
事
の
た
め
に

開
発
さ
れ
、近
世
に
は
江
戸
時
代
に
お
い
て
道
路
は
「
平
和
の
礎
」

に
な
っ
た
。
明
治
時
代
は
、
鉄
道
優
先
で
、
現
代
に
至
り
よ
う
や

く
全
国
高
速
道
路
網
の
時
代
に
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
れ
は
間
違
い
な

く
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
の
結
果
で
も
あ
り
、
同
時
に
日
本
の
発

展
を
支
え
た
わ
け
で
あ
る
。

　著
者
は
、
高
速
道
路
網
だ
け
で
は
な
く
生
活
道
路
の
重
要
性
に

つ
い
て
も
指
摘
し
、
総
合
的
な
道
路
法
の
必
要
性
を
説
く
。
本
書

は
、
私
達
の
生
活
の
基
礎
で
も
あ
る
道
路
に
つ
い
て
楽
し
く
解
説

し
て
く
れ
て
い
る
。

�

（
花
信
風
子
）

プ
レ
ゼ
ン
ト
へ
の
応
募

44 号の正解は
「ボウサイセミナー」

道路の日本史

武部健一
中央公論新社
（中公新書）

●応募方法　タテ、ヨコの鍵により数字の枠を埋め、英字枠の
語をＡＢＣ順にならべたのが「正解」です。正解者 20 人（多
数のときは抽選）に記念品をお送りします。応募は 1 枚のは
がきに正解のほか、①氏名②郵便番号・住所③電話番号④性別
⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧新聞の入手場所⑨関心を持った記事⑩感
想・意見を記入してください。送り先は〒 102-0075 東京都千
代田区三番町 7-1 朝日三番町プラザ　ＮＰＯ人と道研究会。10
月 31 日 ( 土 ) 必着。発送を発表にかえ、個人情報は応募作業
およびＮＰＯからのご案内以外の目的には使用しません。

文
明
と
の
か
か
わ
り
を
解
き
明
か
す

★
プ
ロ
の
味
を
手
軽
に
家
庭
で
楽
し

め
る
「
豊
の
天
然
だ
し
」（
20
包
）

を
10
人
に
。

　化
学
調
味
料
・
保
存
料
無
添
加
で
、

鹿
児
島
か
つ
お
節
、
羅
臼
昆
布
、
大

分
椎
茸
な
ど
国
産
素
材
６
種
原
料
か

ら
直
接
抽
出
し
、
ホ
テ
ル
や
病
院
の

料
理
人
も
愛
用
す
る
。

今治市多々羅しまなみ公園
阿部秀基支配人

　心地よい潮風と潮騒に包まれた爽や

愛媛県今治市上浦町井口 9180-2
国道 317 号　TEL.0897-87-3866

かな公園です。世界有数の斜張橋「多々羅大橋」
や瀬戸内海の景色を一望でき、またサイクリスト
の聖地としても国内外より人気を集めています。
レストランでは幻の高級魚「マハタ」がおすすめ。
地元の農産物や品揃え豊富な売店もございます。

あっさぶ
今泉欣也事務局長

　地元のヒノキアスナロで建てた木の駅

北海道厚沢部町緑町 72-1
国道 227 号　TEL.0139-64-3738

です。当地で誕生したジャガイモ「メークイン」や、
アスパラ、トウモロコシ等新鮮野菜を中心に、黒
大豆のお茶やお菓子、サツマイモ「黄金千貫」の
焼酎等を販売。地方発送も承ります。2012 年に売
り場、休憩スペースを拡大しました。

喜名番所
大城友誼駅長

　沖縄県の中心付近に位置し、琉球王

沖縄県読谷村字喜名 1-2
国道 58 号　TEL.098-958-2944

朝時代は南の首里城と北の国頭を結ぶ接点とし
て、人々の往来、文化の交流が盛んな宿場でした。
木造屋根瓦の建物は陶芸（ヤチムン）や琉球ガラ
スで製作したタイルとガラスサインを取り入れ、
読谷村ならではの観光案内所となっています。

★
プ
ロ
の
味
を
手
軽
に
家
庭
で
楽
し

め
る
「
豊
の
天
然
だ
し
」（
20
包
）

を
10
人
に
。

　化
学
調
味
料
・
保
存
料
無
添
加
で
、

鹿
児
島
か
つ
お
節
、
羅
臼
昆
布
、
大

分
椎
茸
な
ど
国
産
素
材
６
種
原
料
か

ら
直
接
抽
出
し
、
ホ
テ
ル
や
病
院
の

料
理
人
も
愛
用
す
る
。
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大谷海岸
小野寺正道駅長

　港町気仙沼の南部に位置し、昨春、

宮城県気仙沼市本吉町三島 94-12
国道 45 号　TEL. 0226-44-3180

リニューアルオープンしました。豊富な食材が自
慢で、地元産の新鮮な野菜や魚介類がたくさん並
んでいます。ふかひれ商品がお土産品として一番
人気で、レストランでも「ふかひれラーメン」「ふ
かひれソフト」のご指名が集中します。

San Pin 中津
藤本拓子駅長

　豪雪の山間にあって高齢地区民が多い

和歌山県日高川町船津 820
県道 26 号　TEL.0738-54-0541

ためコミニュティ拠点もめざし、旬野菜・柑橘・
椎茸などの直売は駅開設前の昭和59年以来、住民
の生きがい対策として続けてきました。高級食材
の” ほろほろ鳥” も特産で、冷凍パック販売をは
じめお食事処での焼き鳥や丼として大人気です。

昆虫の里たびら
平川浩蔵次長

　巨大カブトムシのモニュメントが道

長崎県平戸市田平町深月免 521
国道 204 号　TEL.0950-57-0144

の駅のシンボルです。物産館には昆虫写真家栗林
慧氏の特殊カメラで撮影した写真パネルを展示、
昆虫グッズや昆虫クッキー、ジャム、かまぼこ、
魚醤油が人気商品です。近くのたびら昆虫自然園
で、自然に棲息している昆虫を観察できます。




